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基本情報 地域連携・地域移行における都道府県の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積
(2024.1.1現在） 83,422 k㎡

人口
（2024.12末現在） 5,045,338 人

公立中学校数
（札幌市立を除く）
（2024.4.1現在）

440 校

公立中学校生徒数
（札幌市立を除く）
（2023.5.1現在）

71,364 人

部活動数
（2024.12.1現在） 部活

都道府県の協
議会・検討会議
等の設置状況

設置済

都道府県の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

策定済

少子化における生徒数減、部活動数減、指
導や大会運営等、教員の業務負担などが大き
な課題となっており、学校単位で子どもたちのス
ポーツ・文化芸術環境を継続的に支えていくこと
は困難な状況にある。
生徒の望ましい成長のために、部活動の教育

的意義を継承し、地域の持続可能で多様な環
境の一体的な整備により、地域の実情に応じた
スポーツ・文化芸術環境の最適化を図り体験格
差を解消するとともに、学校における働き方改革
を推進し、学校教育の質の向上を図ることが重
要である。

複数の市町村で、地域の実情に応じた地域
移行の実践を行うことで、好事例や課題を収
集・検証し、多様な地域性を持つ広域な北海
道におけるモデルとして、各市町村と共有していく
ことで全道の取組を促進する。
また、部活動を地域で行うという認識が道民の
間で未だ広く認知されていない状況もあるため、
地域移行の必要性やそのねらいを丁寧に説明し、
理解を促進することも重要である。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（都道府県における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉首長部局
・文化振興課・・・文化の振興及び文化に係る企画及び総合調整（文化団体の活動支

援等）
・官民連携推進局・・・官民連携で実施する取組に関する技術的助言や民間企業等と

の連絡調整等

北

海

道

蘭 越 町

登 別 市

白 老 町

厚 岸 町

標 茶 町

町教委が地域クラブを運営し、１校１部活動で地域移
行に取り組む（吹奏楽）

地域クラブの運営主体となる登別市文化・スポーツ振興
財団と連携し、５校で地域移行に取り組む（合唱）

町教委が地域クラブを運営し、２校１部活動で地域移
行に取り組む（吹奏楽）

地域クラブの運営主体となる厚岸総合クラブJOY運営
委員会を立ち上げ、３校２部活動で地域移行に取り
組む（吹奏楽）

町教委が地域クラブを運営し、１校１部活動で地域移
行に取り組む（吹奏楽）

業務委託

○ 令和6年4月～令和7年3月（通年）
・教育局サポートチームを通じた市町村の取組の
進捗管理、助言等の支援
・アドバイザー（コーディネーター）の派遣による
市町村への助言等の支援
・人材バンクの運用（札幌市との連携や民間企業、
大学等への広報等を含む。）
・市町村間の調整
（複数市町村が行う検討に係る協議の場の設定等）
・地域移行に関する広報・啓発
・官民連携による地域クラブ活動支援体制の構築・推進

○ 部活動改革推進本部会議（年2回開催：8月、2月）
教育局サポートチームから報告のあった好事例や課題を
整理し、関係部署が横断的に連携、施策を検討

○ 部活動・地域クラブ活動関係者会議
（旧：地域クラブ活動推進協議会、年2回開催：10月、1月）

道内関係団体の代表者等が出席し、実証地域の事例
紹介等を通じて、情報共有や意見交換を行う。

◉教育委員会（部活動改革推進課）
・教育局サポートチームを通じた市町村の取組の進捗管理、助言等の支援、
アドバイザー（コーディネーター）の派遣による支援、人材バンクの運用、
市町村間の調整、広報・啓発、官民連携による支援の推進等
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

・多角的な視点から取り組むべき課
題に対して、庁内横断的に取り組む
体制構築のため「部活動改革推進
本部」会議を年２回開催。
・道内14地域の各教育局に設置し
たサポートチームが市町村の進捗管
理を行いながら好事例を把握し普
及するほか、必要に応じて助言や支
援を行う。
・「部活動の在り方検討支援アドバ
イザー」を市町村や14教育局に派
遣し、関係者や地域住民に対する
事例紹介や助言を実施。

・庁内関係部署で構成する部活動
改革推進本部を年２回（８月、２月）
開催し、市町村の進捗状況の把握や
課題の整理を行うとともに、知事部局の
関係部署と連携し地域移行に係る推進
体制を構築することができた。
・市町村が主催する地域説明会や検討会議等
に地域スポーツの実践経験者や大学教
授等（６名）をアドバイザーとして派遣し、
地域における個別の会議に対し、解決に
向けた助言や提案を行うとともに、地域の
実情を踏まえた検討や取組を進めるため、
参考となる先進事例を提供することができた。

アドバイザーを派遣した
市町村数及び教育局数

令和６年度 ２０市町村、４教育局

令和５年度 ３７市町村、６教育局

・部活動改革推進本部において、より一層知事部局との連携を図るとともに、道内１４カ所の教育局に設置したサポートチームの機能を充実させ、
市町村の課題に応じた助言や情報提供機能の強化を図る。
・アドバイザー派遣事業に関する一層の周知を行い、特に地域移行の取組が遅れている市町村における活用の促進を図る。
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取組内容

2.実証内容と成果

397名(R7.1.31現在）

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

10代 9名
20代 97名
30代 62名
40代 84名
50代 72名
60代以上 73名

人材バンクの年齢構成

野球、サッカー、バスケッ
トボール、バレーボール、
ソフトボール、テニス、卓
球、バドミントン、ラグビー
体操、水泳、スキー、陸
上、柔道、剣道、吹奏
楽、合唱、茶道、華道、
書道 等

種目
JSPOコーチ・指導員、
各競技団体コーチライセ
ンス・審判ライセンス、教
員免許、書道師範 等

資格有無登録者属性
会社員、自営業、公務
員、学生、学校職員、
無職 等

・令和5年3月に運用を開始した「ほっか
いどう部活動・地域クラブ活動サポーター
バンク」を積極的に周知し、地域の潜在
的な指導者人材の発掘に努める。
・令和6年度からは札幌市との連携を
本格的に開始し、本サポーターバンクの
周知のほか登録者の積極的な活用を
図る。
・民間企業等の職員や大学生の活用
について検討を進める。

・人材バンクに関わり、札幌市と連携し、道教委からは人材情報を提
供する一方で、札幌市教委から道教育大札幌校の学生向けにチラシ
が配布されるなど双方の取組により、登録者数が着実に増加した。
・また、家庭教育サポート企業や道スポーツ協会にも協力を依頼し、
登録者数が増加。

今後の課題と対応方針

・地域による登録者の差が大きいことから、引き続き周知を図る。
・登録者が増える一方で、登録者の活用が十分に進んでいないので、
その要因を分析するとともに対応を検討する。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

・道内関係団体の代表者等を構
成員とする「部活動・地域クラブ
活動関係者会議」を開催し、実
証地域の事例紹介等を通じて、
情報共有や意見交換を行う。
・「ほっかいどう部活動・地域クラブ
活動サポーターバンク」について、
関係部署や大学、民間企業等
の協力により学生や社員等へ周
知する。

・会議を関係団体の代表者が一堂
に会して開催したことで、様々な視
点から幅広い意見交換を行うことや、
市町村の取組状況や課題、道の
取組等について情報共有を行うこと
ができた。
・道内の実証地域（北見市、標
茶町）から事例発表を行い、効果
的な取組について広く共有すること
ができた。
・関係部署や大学、民間企業等を
通じてサポーターバンクの周知を
行ったことにより、登録者数の増加
に繋がった。

【部活動・地域クラブ活動関係者会議】

周知した数

大学 北海道教育大学（５校）

民間企業等 道教委家庭教育サポート企業 ２，８８８社

・地域クラブ活動推進協議会における意見交換や事例発表で明らかになった成果や課題を踏まえ、今後の市町村支援に向けた取組の検討を行っていく。
・サポーターバンクの周知について、より幅広い層への働きかけを行っていく。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針取組の成果

・教育局に設置するサポートチームが、地域移行
に係る取組を複数市町村合同で行う場合の調
整を行うほか、道内外の先進事例を発掘し市町
村へ提供する。
・庁内に設置する「部活動改革推進本部」におい
て、教育局サポートチームから報告のあった好事
例や課題を整理し、関係部署が横断的に連携し、
施策を検討するほか、会議や広報媒体を活用し、
成果と全道へ普及する。

・部活動改革推進本部における市町村の進捗状況の把握や課題の整理により、本道全域に
よる広域的な取組を進めることができた。
・市町村サポートチームによる各般の取組により、市町村の課題に応じた個別の助言や事例提
供を行う体制の構築が進むとともに、複数市町村間の連携による取組など、広域的な取組の
推進に向けた基盤づくりが進んだ。

・部活動改革推進本部において把握した全道的な成
果の普及により、効果的な取組の横展開を図る。
・市町村サポートチームの助言機能の向上と先進事例
の蓄積及び周知により、市町村の課題に応じた支援が
可能な体制の構築を進める。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組の成果

・企業等からの支援（寄附や人的支援等）
を受けられる体制を整備し、参加者の費用負
担軽減等に向けた各地域における官民連携
による取組の推進を図る。
・各地域クラブにおける人材や財源等の確保
の一助とするため、民間による支援と地域クラ
ブのニーズをマッチングさせる仕組みである
「 Do-START （ hokkaiDo-Supporters
for The Art and sporTs）構想」（以下
「Do-START」という。）の具体化に向けた検
討を進め、各地域クラブの財源の確保による
持続的な活動に向けた支援と参加費用負担
の軽減等につなげる。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組の成果

・ Do-STARTのモデルとして、胆振管内安平町（国事業の実証自治体）の安平町立早来学園（義務教育学校）において、道教委と連携協定を
締結している大塚製薬(株)（医薬品はもとより、ポカリスエットなどの食料品を販売する製薬会社）の自動販売機を設置し、地域移行の受け皿となっ
ている総合型地域スポーツクラブ（アビースポーツクラブ）に売り上げの一部を寄附するスキームを展開した。

【設置記念キックオフイベント】 【自動販売機】 【自動販売機 啓発用広告】

〈左から〉
道教委、大塚製薬(株)、総合型地域SC、
安平町長

〈参考〉
・道内中学校では初めての設置
・自動販売機は災害備蓄庫としても活用、
有事の際には飲料等を無償提供
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2.実証内容と成果

取組内容

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等③

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組の成果
・Do-STARTの展開として、後志管内余市町（国事業の実証自治体）における地域移行を支援する取組として、大塚製薬(株)が主催者となり、余
市町や地域移行の受け皿となりうる地元の総合型地域スポーツクラブ、地元のスーパーマーケットの(株)ラルズ（北海道・北東北に広がる地域密着型の
スーパーマーケットチェーン）と連携し、北海道日本ハムファイターズの協力による野球教室を開催するほか、地域移行や地域クラブ活動のPRを実施（費
用は企業側が負担）し、今後も継続的に支援。

【プレイボールイベント】 【日本ハムファイターズによる野球教室】 【スーパーマーケットにおけるPR活動】

〈左から〉
道教委、余市町長、総合型地域SC
(株)ラルズ、大塚製薬(株)

・ファイターズOB選手らによる指導
(鶴岡慎也氏ほか２名）

・配付リーフレット ・店舗での商品展開、PR

今後の課題と対応方針
・地域移行の課題に共感して社会貢献やビジネスチャンスと捉え、市町村や地域クラブ等に対して継続して連携・協力いただく民間企業の掘り起こしが課題。
・今後、地域移行の課題をオープン化し、連携・協力いただく民間企業の掘り起こしを行うとともに、市町村等とのマッチングを促進させる取組を行う。
・費用負担の軽減に向け、企業からの寄付等を活用した基金の創設や企業版ふるさと納税の活用等に関する先進事例を市町村に広く情報提供する。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

●今後に向けて

・部活動の地域移行は、文化・スポーツ振興やまちづくり、地域振興など多
角的な視点で取り組むべき課題であり、官民連携で取り組むなどして、地
域の実情に応じた持続可能な体制を構築することが重要。
・市町村の課題として「指導者の確保」「受け皿団体の確保・整備」「運営
財源の確保」「生徒の移動手段の確保」等が多く上げられているが、「指導
者の確保」は移行後においても継続的な課題であり、民間企業や大学等
との更なる連携により、確保するための裾野の拡大に取り組むことが必要。
・日頃から地域のスポーツ活動や学校部活動に関与している関係団体等
と地域移行の現状や課題、先進事例等を共有することにより、地域移行
への関係団体等の主体的な関与を促すことが必要。
・地域移行を持続可能なものとするためには、地域住民の積極的な関与
が不可欠であることから、地域住民が地域移行を自分事として捉え、活動
への主体的な関与や応分の費用負担、生徒の送迎等について理解を高
めていくことが必要。
・地域移行先となる地域クラブ活動の実施主体において、運営財源の不
足は深刻な課題であり、今後の持続可能な体制構築には、民間企業等
からの寄附や人的・物的支援は不可欠。民間企業等が支援の意向を示
していても、地域クラブ側のニーズとのマッチングが叶わず、民間のリソースが
十分に活用されていない状況が見られることから、円滑に調整を図る仕組
みを構築し、個々の支援策を具体化することが重要。

・事業計画書に記載した各項目の事業内容については、各項目の「２．実
証内容と成果」「取組の成果」に記載のとおり、おおむね実施できており、部活
動の地域移行の課題に対する解決策の一助となるよう、一定の成果があった
ものと考えている。
・また、事業計画書の「３．達成目標と達成状況の検証方法」に記載した達
成目標についても達成できている。
【達成目標】
市町村における休日の地域スポーツクラブ活動の実施割合 ４０％以上
※試行的な実施を含む

【達成状況】
４２．７％（R6.12時点） ※R5.12時点26.4％

・各項目の「２．実証内容と成果」「今後の課題と対応方針」及び左記「●総
括」に記載のとおり、実証によって明らかとなった課題等を踏まえ、今後も引き続
き、関係機関・関係団体、民間企業等と連携・協力し、部活動の地域移行に
向けた各般の課題解決にかかる取組を継続する。
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広報資料

2.実証内容と成果②

【ホームページでの広報】
https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/h

k/gkk/bukatsudo.html
【周知用リーフレット（表面）】 【周知用リーフレット（裏面）】
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2.実証内容と成果③

広報資料

【サポーターバンクリーフレット（表面）】 【サポーターバンクリーフレット（裏面）】
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2.実証内容と成果③

参考資料（直近の部活動・地域クラブ活動関係者会議で使用した資料抜粋）

【第２回会議資料①】 【第２回会議資料②】
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

〇 市町村や地域においては、当該地域の実情等を加味し、具体的な取組やスケジュール等を定めた
推進計画等を策定するなどした上で、関係者間で協議。

〇 進捗状況等の点検を適宜行い、必要に応じてスケジュールを見直しながら、着実に進めていく。

《例》

令和5年度 令和6年度 令和7年度

・協議会等の設置
・ニーズの把握
・運営団体・実施主体の決定
・地域人材の把握と

指導者の確保
・運営方針等の決定

実施競技種目等の拡大
検証・改善

※ 検討の段階から随時、関係団体、学校、保護者、地域住民への情報発信

「北海道部活動の地域移行に関する推進計画」第4章２ より抜粋

一部競技種目等で試行実施

協議会等の会議で検証・改善



文化部活動改革（部活動の地域に向けた実証事業等）

令和6年度

地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業

北海道蘭越町

自 治 体 名 ：
担 当 課 名 ：
電 話 番 号 ：

北海道蘭越町

０１３６-５５-７８２６
教育委員会
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

【現状】
蘭越町唯一の中学校である蘭越中学校では、
６つの運動部と１つの文化部があり、吹奏楽部
は唯一の文化部である。全校生徒95人のうち
吹奏楽部に所属する生徒が14人（15％）で
人気のある部活動である。現在は、顧問の教諭
のほか、教員退職者である部活動指導員がもっ
ぱら指導に当たっており、学校行事や町の行事
などでの演奏を目標に、活動に取り組んでいる。
学校のスケジュールにもよるが、現状、平日は木
曜日を除く毎日２時間と土曜日２時間の練習
時間を確保している。

【課題】
本町は、北海道の主要都市である札幌市から
車で2時間半、唯一の公共交通機関であるＪ
Ｒで３時間半の位置にあり、人口約4,400人
の過疎地域に指定された農村地帯である。少
子化及び過疎化で中学生が減少する中、部活
動を行う生徒も減少し、十分な活動ができない
ほか、教員の働き方改革を推進している中で、
地域にも十分な指導者がいない。また、地域の
小学校及び北海道立の高等学校にも吹奏楽
部が存在しない。部員が少ないことから、パート
（楽器）ごとの技術、奏法の指導が上級生か
ら下級生に行うことができず、顧問や指導員が
苦慮している。

面積 449.78 k㎡

人口 4.493人

公立中学校数 1 校

公立中学校生徒数 95 人

部活動数 7 部活

市区町村の協
議会・検討会議
等の設置状況

設置済

市区町村の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

策定に向けて
準備中



3

運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担
◉教育委員会
・事業の統括
【学務課】
・学校間の連絡調整、学校施設・用品等の使用管理、予算、支出、事
故対応

【生涯学習課】
・町民団体及び生涯学習サークルとの連絡調整
【スポーツ課】
・他の部活動地域移行に向けた調査・研究、意見調整

◉首長部局
・連携協定大学との調整

令和６年 ５月 協議会開催
令和６年 ６月 打合せ会議

大学生リモート指導
令和６年 ７月 中学校・吹奏楽クラブ合同演奏

（蘭越せせらぎまつり）
大学生リモート指導

令和６年 ８月 中学校・吹奏楽クラブ合同演奏
（一灯園ふれあい祭り）

令和６年 ９月 大学生リモート指導
令和６年１０月 打合せ会議

中学校・吹奏楽クラブ合同演奏
（きらら共和国独立建国祭）
大学生対面指導・合同演奏会
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地域文化クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること
中学校数 １校 実施した地域クラブ総数 １クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） １ クラブ（１ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ０ クラブ

全体の指導者数 15 人 全体の運営スタッフ数 0人

②クラブに関すること

クラブ名 運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時
間帯

参加者
（学年別） 実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務） 会費 大会参加方
法

蘭越町地域
吹奏楽クラ
ブ

地域移
行・市区
町村運
営型

吹奏楽 週 1 回 9~12時
中1 5人
中2 2人
中3 7人
一般 3人

5月~10
月

蘭越中学
校 15人

0人
（内、兼務0
人）

なし
文化祭：部
活動
その他：地域
クラブ

③その他、体験会やイベント等の開催実績
● ７月21日 中学校・吹奏クラブ合同演奏（蘭越せせらぎまつり） ● 8月31日 中学校・吹奏クラブ合同演奏（一灯園ふれあい祭り）
● 10月 6日 中学校・吹奏クラブ合同演奏（きらら共和国独立建国祭） ● 10月14日 大学生対面指導・合同演奏会
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目 吹奏楽

運営団体名 蘭越町地域吹奏楽活動協議会

期間と日数 吹奏楽：5月1日 ～ 10月26日
月3回程度

指導者の主な属性 提携大学教授、学生（12人）
部活動指導員、部活動顧問（３人）

活動場所 蘭越中学校音楽室

主な移動手段 スクールバス、現地集合

１人あたりの参加会費
等（年額） なし

１人あたりの保険料 全国町村会総合賠償保険
（保護者負担なし、町費で一括負担）

●蘭越町地域吹奏楽クラブ 活動概要

●統括責任者：配置なし
役割：××××××××××××××××××××××××××を行う

●主任指導者：配置なし
役割：××××××××××××××××××××××××××を行う

●運営補助者：配置なし
役割：××××××××××××××××××××××××××を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

蘭越町地域吹奏楽活動協議会

蘭越町地域吹奏楽クラブ

運営
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取組内容

2.実証内容と成果

教育委員会が中心となり、関
係団体と連携、調整し、活動組
織を設立する。
活動が継続して自立していける
よう、助言と資金手当てを行う。

教育委員会が中心となって、関係団体と調整の上、協議会を設置し、活動に対して助言を行った。
また、町が必要な予算を措置し、資金手当てを行ったことで、地域クラブの活動に必要となる指導者として、部活
動指導員や大学教授、大学生に依頼し、きめ細やかな質の高い指導を継続的に提供することができ、構成員の楽
器奏法の技術向上や吹奏楽の楽しさを提供することができた。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

教育委員会が中心となることで、継続性は担保されるが、人的労力を相当に要することが課題のため、今後は教育委員会に代わって地域クラブの
運営を担う関係団体等の育成や必要に応じ、コーディネーターの配置についても検討を行う。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保 ／ ウ：関係団体・分野との連携強化

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項（イ）

今後の課題と対応方針

地域連携協定を結んでいる札幌大谷大学に協力いただき、主にICTを
活用して音楽学科の教授、大学生の指導を受けることで、楽器ごとの専
門的知識を得ることができた。
また、地元に住む楽団員にも指導していただくことで、練習日を確保した。

取組の成果（イ）

ICTを活用するため、音楽学科の教授、大学生からの指導が限定的で
あるのが課題であるが、指導を受ける機会としては貴重なため、今後も地
域連携協定に基づき大学に協力を要請する。

教育委員会が中心となることで、継続性は担保されるが、人的労力を相
当に要することが課題のため、教育委員会に代わって運営を担う団体の育
成等を検討する。

専門的な知識や技術もある大学の協力を受ける。
また、日常の活動や生徒指導、問題発生時の対応に当たるため、現
在の部活動指導員の先生に協力をお願いし、活動を行う。

ICTの取扱いについても、大きな課題が確認されたので、その環境づく
りに人材を投入できるか、確認を行う。

取組事項（ウ）
教育委員会が中心となることで、学校だけでなく生涯学習担当や各種
団体との連携調整により、円滑な運営に向けて生徒の参加に係る学校
との調整や指導者の派遣等に係る大学との調整を教育委員会が総合
的に行う。

教育委員会が調整等を行ったことで、調整方法や運営方法もスムー
ズに整った。

取組の成果（ウ）
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

実現可能性を高め、活動団
体の指導を補うため、音楽学科
の教授や学生を活用し、リモート
による指導を受ける。
発表会（町芸能文化祭出演、
イベント参加）など目標設定を
し、町民の多くに活動について関
心を持ってもらう。
地元以外の大学生との交流に
より、情操面での教育的効果も
期待できる。
世代間の交流を推進するため、
町内全小中学校及び道立高
校の児童生徒、町民を対象とす
る。

参加人数 17人 指導者数 15人（うち教授1人、大学生11
人）

属性 吹奏楽

具体的な内容
月3回程度の土曜日の練習と年3回のICTを活用した音楽学科の教授及び大学生からの質の
高い楽器ごとの指導
中学校吹奏楽部と合同で町芸能文化祭や町イベントに参加

子供の声
 大学生が分かりやすく教えてくれました。
 演奏を精いっぱい頑張りました。
 演奏会を見に来てくれた人に感謝です。
 吹奏楽をやって初めての演奏なので、結構緊張しました。

関係者の声
 吹奏楽クラブの練習の日は楽しそうに出かけてます。
 一生懸命練習に取り組んでくれるので、教え甲斐があります。
 初めて演奏する曲の練習が大変・・・でも大好きな曲なので頑張ります。
 上手な演奏でびっくりしました。いっぱい練習してるんでしょう。

運営経費 委託料 400,000円
町負担 98,524円

活動の詳細
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

演奏会にはたくさんの町民に鑑賞していただくなど、吹奏楽クラブの存在を知ってもらうことができた。
また、演奏会開催を目標に札幌市内の大学生から指導を受けながら練習を重ね、本番を迎えることで、子どもたちの音楽以外の面でも前向きな姿勢
を目にすることも増えたと、中学校の教員からも子どもの成長に関して高い評価を受けた。
世代間の交流に関しては、吹奏楽をやりたいという潜在的な町民も参加し、多世代との交流により、中学生に対して音楽指導や情操教育に資する場
面があったほか、評判を聞き遠方から参加した方もいた。
また、地域クラブが参加したイベントや演奏会において、興味・関心を示す方もおり、構成員の多数を占める中学生とっては、普段あまり関わることの
ない新たな人間関係の構築が図られ、中学生の社会性を育むことにつながった。

取組の成果

今後の課題と対応方針

吹奏楽クラブの取組内容については、指導者や保護者からも高い評価を
得ており、中学生や楽団員からも好評であるため、次年度以降も継続して
内容の充実を図りたい。
演奏会でたくさんの人に鑑賞してもらうことで、楽団員のモチベーションの
向上にもつながるが、高齢化や過疎化が進行している中、現行どおりでは
集客の増加は見込めないため、今後は町外へのイベント参加等も検討を
行う必要がある。

世代間の交流を推進するため、今後も町内全小中学校及び道立高校
の児童生徒、町民を対象とする。
将来的には近隣自治体も巻き込み、地域クラブの広域的な取組みも必
要に応じ、検討を行いたい。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

参加者の使用する楽器について
は、中学校が保有する楽器を使用
貸借する。スコアについては、自己
負担。町内の子どもたちについては
GIGAタブレット、学校WiFi、公共
WiFiの使用を認める。

練習場所や使用する楽器は中学校のものを使
用し、GIGAタブレット、学校WiFi及び公共WiFiの
使用を認めており、参加者の負担が少なくなるよう、
配慮している。

取組事項 地域クラブに係る経費
■イニシャルコストの分析

指導者への諸謝金が大部分を占めているが、参
加者も少ないため、現在、参加費用の負担は求め
ていないが、いずれは応分の負担を検討する。

■ランニングコストの分析

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算

クラブ活動の運営や指導者配置等に必要なコストを検証し、クラブが
持続的に活動していくための受益者負担額の設定について、試算も含
めて検討を行う。

収支バランス

クラブ活動経費について、受益者負担と公的資金が応分な負担とな
るよう、収支構造の検討を行う。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

スコアの購入等一部の自己負担があったが、平日の部活動で費用を負担しているため、本事業において追加費用を求めなかった。
学校が保有している楽器やICT設備を活用したため、指導者報酬以外に要した費用はほぼなかった。

取組の成果

今後の課題と対応方針
スコアの購入等一部の自己負担のほかには参加費用を求めなかったため、
生徒や楽団員からは好評だった。

現在、中学校の吹奏楽部の楽器を使用して練習、活動を行っているが、
楽器の更新やクラブ活動において破損した場合の修理費用等について、
費用負担をどうするか検討を行っていく必要がある。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

生徒や楽団員また楽器を移動する負担を考え、中学校の理解を得た上で、中学校の音楽室を練習場所に定めた。
学校で練習するに当たり、鍵の管理を教育委員会で行った。

取組の成果

練習場所を中学校としたことで、利便性がよく生徒や楽団員からは好評
だった。

中学校を練習場所とすることで、練習時における楽器の運搬が不要とな
り、鍵やICT機器を教育委員会が一括管理したことで、中学校の開閉錠
や機器の設定・調整も滞りなく実施できたため、次年度以降も中学校を
練習場所に選定したい。

蘭越中学校を使用する。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

その他の取組についても今後検討を行うが、指導者として中学校部活動
の顧問や部活動支援員の協力が得られなければ、クラブの円滑な活動は
困難なため、現在の指導者に代わる指導者の養成が課題である。

・指導者の属性
中学校部活動の顧問や部活動指導員
・配置の工夫
特に配置は工夫していないが、中学校部活動の顧問や部活動
指導員が率先して指導者として登録した。

指導者の属性や配置の工夫

指導員を中学校部活動の顧問や部活動指導員が兼
ねることで、中学生へのクラブでの指導や連絡調整等を円
滑に行うことができた。

一貫指導に関する部活動顧問との連携事例

取組の成果
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

地方の小規模校においても充実した吹奏楽活動を子どもたちに体験させてあげたい
という趣旨で令和５年度に引き続き実証事業を行い、中学校、地域、子どもたちとそ
の保護者、連携大学の理解をいただき、高い評価を得ている。
今後の地域移行に向けて継続的な活動ができる素養を子どもたちそれぞれに身に
付けさせる環境を構築することで、教員の手を借りなくても、地域の楽団員や大学生
などによりたくさんの子どもたちが充実した活動ができるよう進めていきたい。

●今後に向けて

楽団員17人（中学生14人、地元住民等3人）
で中学生だけではなく、大人も含めたメンバーで土曜
日に練習し、うち3日はICTを活用して大医学の音
楽学科の教授や学生から楽器ごとの細かい指導を
受けることができた。
地方の小さな中学校の限られた人材の中、子ども
たちが吹奏楽を楽しめる環境を整備することで、豊か
な文化活動を行い、高度な芸術に触れる機会をつく
ることで、子どもたちの充実した活動を保障し、地方に
住むことの劣等感を払拭し、多くの人からの評価を得
る経験を積む機会を提供することができた。

子どもたちは勿論、保護者や中学校の教員、地域住民が吹奏楽クラブに着目し、
子どもたちの音楽活動の自信につながった。
また、後進の育成や新入生の勧誘機会のきっかけにもつながった。
さらに、中学校部活動の顧問や部活動指導員にとっても自身が指導できない楽器
の取扱いを地域の楽団員やICTの活用により子どもたちに指導されたことで、時間的、
精神的な負担の軽減が図られた。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声●アンケート結果

アンケートは未実施だが、練習後や出会において、指導者及び保護者よりヒアリ
ングを実施。 指導者

練習内容の反省と進め方、成果・達成度、子どもの
様子について、おおむね好評（毎回、練習後に聴
取）

保護者
子どもの反応、意欲、家庭での理解について、高い
評価と継続実施について要望が多い（都度、出会
で個別に聴取）
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アンケート結果・広報資料

2.実証内容と成果③

【生徒への参加啓発案内】

出典:蘭越中学校吹奏楽部部活動保護者説明会資料

令和6年4月24日に開催された蘭越中学校吹奏楽部部活動保護者説明会において、蘭越町吹奏楽クラブの説明と参加啓発を行った。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【10月14日 合同演奏会】 【10月14日 合同演奏会】

【10月14日 大学生対面指導】 【10月14日 合同演奏会リハーサル】

写真
※何の様子かわかるように
キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように
キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように
キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように
キャプションを挿入すること
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地域文化クラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー
蘭越町教育委員会
札幌大谷大学芸術学部
蘭越中学校
●経過
地方においても質の高い音楽の指導が受けられるよう、吹奏楽への興味関心が深まり、中学校の部活動の枠組みを超えて、多くの世代が参加できる
よう、蘭越町地域吹奏楽活動協議会を設立し、吹奏楽クラブ活動の実施に向けて検討を始めた。
●実施にあたって生じた課題
吹奏楽部で活動する中学生も減少し、十分な活動ができないほか、地域の小学校や高校にも吹奏楽部が存在せず、生涯学習サークルで数名が活
動している中で、吹奏楽クラブを設立しても、構成員が満足できる活動が展開できるか課題であった。
●実施内容、工夫した点 等
教育委員会が中心となって、各種団体と連絡調整を行い、吹奏楽クラブの円滑な運営に努めた。
指導員に中学校の吹奏楽部の部活動指導員を充てたほか、町が包括連携協定を結んでいる札幌大谷大学の協力を得て、質の高い音楽の指導を
ICTを活用して受けられるよう調整を行った。
生徒や楽団員、楽器移動の負担を軽減するため、練習場所を中学校で行うこととした。

令和５年

協議会設置、
検討開始

生徒、保護者へ
の説明

令和6年

指導者の選定、
拠点校の選定

学校現場との
調整

地域クラブ活動
の開始

地域クラブ活動
の継続
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

地域における休日の文化部活動の段階的な文化クラブ活動への意向の着実な実施に向けて、文化芸術環境の整備方策や自治体・学校・保護
者・関係団体などの関係者の役割分担の整理を図り、地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップの作成を検討する。



文化部活動改革（部活動の地域に向けた実証事業等）

令和6年度

地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業

北海道登別市

自 治 体 名 ：
担 当 課 名 ：
電 話 番 号 ：

北海道登別市

０１４３－８８－１１２９
登別市教育委員会教育部社会教育グループ
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 ２１２．２１k㎡

人口 ４３，６１５人

公立中学校数 ６ 校

公立中学校生徒数 １，０７９ 人

部活動数 ９部活

市区町村の協
議会・検討会議
等の設置状況

設置済

市区町村の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

策定済

生徒数や教員数の減少により、部活動の種類
が減少している一方で、生徒のニーズは多様化
しており、希望するスポーツ活動に取り組むことが
できない生徒が増加している。
登別市においては、令和４年に児童生徒とそ
の保護者を対象に実施したアンケートにおいても、
部活動の地域移行に賛成という回答が７５％
を超えるなど、早期の地域移行が求められている
状況にある。
加えて、今後も人口減少・少子高齢化の進展
が見込まれる中、地域スポーツにおいても、団体
活動の縮小や停滞が進んでいることから、先ずは

中学生の活動の場を確保を進め、将来的には
子どもから大人まで、生涯にわたってスポーツに親
しむことができる環境の構築を図り、地域全体で
本市のスポーツを支える「地域とともにあるスポー
ツの振興」を目指す必要がある。
そこで、登別市においては、これまで本市の文
化・スポーツの振興に取り組んできた「一般財団
法人登別市文化・スポーツ振興財団」が新たな
地域クラブ「登別市地域クラブ」を立ち上げ、中
学生にとって望ましいスポーツ環境を整え、市教
育委員会や他のスポーツ関係団体がその取組を
支援していくこととした。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会
・新たな地域クラブ活動の推進や持続可能なスポーツの振興等に向けた支援
・平日の移動手段確保に向けた貸切バスの運行

◉首長部局
・財源や人員の確保

令和６年４月 ・登別市地域クラブの体験会
実施開始（合唱）
・新１年生に向けた登別市地
域クラブの周知
・平日の移動手段確保に向け
た貸切バスの運行テスト

令和６年５月
・登別市地域クラブの活動開
始（合唱）
・平日の移動手段確保に向け
た貸切バスの運行

令和６年10月
市内各中学校の新入生保護
者説明会において、登別市地
域クラブの周知

令和６年12月 新１年生を対象とした見学
（体験)会の開催

令和７年３月 会員に対し、地域クラブの継続
意向確認
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地域文化クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること
中学校数 ５校 実施した地域クラブ総数 １クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ０ クラブ

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） １ クラブ

全体の指導者数 ３人 全体の運営スタッフ数 １ 人

②各クラブに関すること

クラブ名 運営団体
種別

種目
※新規のものは
末尾に（新）を

付ける

実施
回数 実施時間帯

参加者
（学年
別）

実施期間 活動場所 指導者
数

運営スタッフ数
（他クラブと兼務） 会費 大会参加

方法

登別市
地域クラブ

一般財団
法人登別
市文化・ス
ポーツ振興
財団

合唱 週２回
平日 16時30分

～
18時30分

１年３名
２年０名
３年１名

令和６年５月
～

令和７年３月
市民会館 ３ 人 １ 人

（内、兼務１人）
月会費
１０００ 円 地域クラブ

③その他、体験会やイベント等の開催実績
●令和６年４月に、中学１・２・３年生を対象とした体験会を実施
●令和７年３月に、小学６年生や中学１・２年生を対象とした体験会を実施
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

合唱、（サッカー、野球、バレーボール、
ソフトテニス、卓球）

運営団体名 一般財団法人登別市文化・スポーツ振興
財団

期間と日数 〇週２回程度（平日1日）
合唱：５月１日 ～ ３月31日

指導者の主な属性 ・中学校教職員（兼職兼業）
・地域の指導者 等

活動場所 市民会館

主な移動手段 平日：学校間を巡回するバス

１人あたりの参加会費
等（年額） 12,000円

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●登別市地域クラブ 活動概要

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
●一般財団法人登別市文化・スポーツ振興財団（運営主体）
役割：指導者の確保、調整等、会費等の徴収、指導者への謝金支払い等

●指導者（有償ボランティア）
役割：活動計画の策定や技術指導、大会の引率等

●市教育委員会（総括コーディネーター）
役割：運営に対する補助、新たに活動を開始する種目への調整等
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

元中学校校長を総括コーディ
ネーターとして市教育委員会に
配置し、新たな地域クラブの運
営主体となる一般財団法人登
別市文化・スポーツ振興財団と
連携して、運営体制の整備や人
材の確保等を行う。
また、同財団と中学校やスポー
ツ・文化芸術団体等との連絡調
整や指導助言を行うなど、円滑
なクラブ運営に向けた支援等を
行う。

登別市においては、市内のスポーツ関係団体等の代表者で構成する「地域スポーツのあり方検討委員会」に
おいて、文化活動も含めた新たな地域クラブを運営することが望ましいとされた一般財団法人登別市文化・ス
ポーツ振興財団が令和５年度に「登別市地域クラブ」を設立し、一部の競技について休日の活動を開始した。
まずは休日の部活動を令和７年度末までに全て移行することを目標とし、平日の活動についても準備が整っ
たものから活動を開始することとしており、令和６年度には、新たな種目の活動スタートに加え、平日も含めた活
動の開始を予定している。 そのためにも、中学校をはじめとしたさまざまな団体等との連絡調整や運営に伴う指
導助言を行う総括コーディネーターの配置が必要不可欠であった。
本市においては、総括コーディネータ－に加え、独自事業として、地域おこし協力隊として「文化・スポーツ推進
コーディネータ－」を配置したほか、地域クラブ活動推進主幹を市教育委員会に配置し、市立中学校５校の校
長と定期的に打ち合わせの場を設け、各取組の進捗や新たに発生した課題などの情報を共有するなどして、登
別市地域クラブの円滑な運営に努めた。このことにより、文化活動としては１種の活動を開始し、吹奏楽などの
活動開始に向けたモデル構築を図るなど、地域展開の推進が図られた。

運営団体である一般財団法人登別市文化・スポーツ振興財団との打
ち合わせにおいて、全国における他自治体の事例やこれまでの知見を踏
まえながら、本市に望ましい地域展開の形を提案したほか、中学校や教
職員との橋渡し役となり、地域展開に寄与した。

元中学校校長の総括コーディネータ－を引き続き配置し、登別市地域
クラブにおける活動内容の幅を広げ、さらなる地域展開を図る。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

種目 資格有無登録者属性
登別市文化協会、小中学校などの関係団体と連携し、地域か
ら広く募集することなどにより、指導者の確保を図る。

・中学校教職員
（兼職兼業）

・地域の指導者

・合唱 ・なし（経験あり）

当初においては、登別市文化協会など、文化関係団体からの指導者確保を図ったが、個人への教室などを開講しており、地域指導者を担うことは難し
かった。現状においては、さまざまな経緯で、協力に至った方の協力により、地域指導者を確保できている状況だが、持続可能な地域の文化振興を図る
ため、生涯を通じた活動の場を確保する必要性を市内の文化関係団体と共有し、連携して指導者確保及び育成に取り組む必要がある。
現在、地域で活動する指導者は、すでに何らかの活動に関わっていることから、地域クラブの指導者の確保にあたっては、新たな人材の掘り起こしが必
要となる。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

登別市地域クラブを運営する一般財団法人登別市
文化・スポーツ振興財団において、地域クラブ事業の運
営に際し、市内の文化団体や中学校の関係者等が参
画する事業委員会を設置し、連携した体制を構築する。
また、「文化・スポーツ推進コーディネーター」（地域お
こし協力隊）を配置し、新たな地域クラブの運営支援と
関係団体間の連携強化、地域のスポーツ・文化芸術の
振興に向けた新たな事業の企画・実施などを行う。

本市においては、市内のスポーツ関係団体等の関係者で構成する「地域スポーツのあり方
検討委員会」を設置し、団体間の連携を図りながら令和２年度から中学校部活動の地域
移行を含めた検討を行ってきた。
各団体においては、会員数等の減少や担い手不足などの課題を抱えていることもあり、同
検討会議において、今後もさらなる連携強化を図る必要があると認識を一つにしており、同検
討会議が令和４年12月にまとめた提言書においては、地域クラブの運営を担うとともに、総
合体育館や市民会館などの社会教育施設の指定管理も担っている一般財団法人登別市
文化・スポーツ振興財団が中心となって、文化も含めた、世代や団体の垣根をこえた文化・ス
ポーツに携わることができる環境づくりを取り組むべきとされた。
これらを踏まえ、地域クラブの事業委員会にも、関係団体が参画し、地域クラブ活動を含め
た地域の文化活動の推進に向けて、目標を一つに取り組んでいる。

中学校部活動の地域展開を含めた本改革は、さまざまな団体が関わり、非常に大きな取組となっている。そのため、中長期的な視点をもちながら、時
間をかけて、取り組む必要がある。現状、登別市文化・スポーツ振興財団が運営する地域クラブ活動は、年々、活動の幅を広げていることから、引き続き
取り組むとともに、将来的には地域クラブ活動をベースとした多世代、他団体にまたがる活動への展開を目指す。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針取組の成果

登別市地域クラブにおいて、活動場所への移動は、原
則各自としているものの、学校がある平日については、放
課後の限られた時間での活動となっており、放課後に速
やかに活動場所へ移動しなければならない。
しかし、登別市においては、中学校間の距離は最大で
約２０㎞あるほか、公共交通機関の便数は少なく、各
自で移動することが困難となっているため、移動手段の確
保が大きな課題となっている。
そこで、登別市教育委員会において、平日の活動日に、
学校間を巡回する貸切バスを運行し、平日における移
動手段の確保を図る。

巡回バスの概要
運行日：火・木・金曜日（固定）
（祝日や長期休業期間を除く）

※地域クラブの活動は、火・木・金曜日に限定
運行会社：（株）中田商会
往 路：市内５つの中学校（付

近）を巡回し、各学校の
生徒は、学校間を移動

復 路：各学校を巡回するととも
に、一定間隔で下車場所
を設け、各自下車

バス運行経路を確定させるため、年度当初は個別発注で週ごとにコースや
停車場所などを変更し、バスを運行。６月24日より委託契約を結び、貸切
バスを運行した。
６月24日から２月28日までに、85回運行し、累計3,289人が利用した。
現状、平日活動を行っている種目については、活動を継続していくには、バ
ス運行が必須な状況にある。

平日活動を行うにあたって、移動手段の確保が課題となるが、費用
負担も考慮し、バス運行の実証事業を継続し、さらなる検証を図る必
要がある。また、平日が増えた場合に、１台の大型バスでは乗車定員
を超えてしまう可能性もあるが、バスの運転手不足などにより、増便は
困難となっていることから、活動場所の調整や他の交通手段との連携
なども含め、検討していく必要がある。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

市立中学校の部活動で現在実施している
全ての競技について、令和７年度末を目途に
地域クラブで活動を開始できるよう準備を進め
る。
なお、令和６年度においては、これまで学校
部活動にはなかった合唱の平日活動を開始し、
その他の文化活動の活動開始に向けて、体
制構築を図る。
また、子どもたちの幅広いニーズに合わせ、特
定の活動に限らず、気軽に文化に触れること
ができる活動の場づくりを検討する。
なお、入会や退会を随時受け付けるほか、
一時的な休会も可能とするなど、柔軟に参加
できる仕組みを構築する。
活動ごとの特性があり、それぞれ地域移行に
向けた課題が異なっている。そのため、指導者
や活動場所の確保、学校部活動の実情等を
勘案しながら、地域移行が可能な部活動から
順次活動を開始することとしている。

参加
人数 １５５人 指導者数 ３人

具体
的な
内容

登別市地域クラブにおいて、各種目ごとにチームを立ち上げ活動（現状は、１人１チームに所
属し、チーム間の異動は可能としている）
【活動中のチーム】
・サッカーチーム ・ソフトテニスチーム
・野球チーム ・卓球チーム
・バレーボールチーム ・合唱チーム

運営
経費

活動の詳細

主な経費 令和６年度予算額

報償費（指導者への謝金） ６，７９８，２００円

旅費（指導者の大会引率旅費） ６８８，０００円

保険料（指導者分） ４０４，７００円

消耗品費（クラブ関係経費） ６００，０００円

負担金（大会参加費等） ４５３，０００円
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項 地域クラブに係る経費
■イニシャルコストの分析 ■ランニングコストの分析

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算 収支バランス

経済状況等によって、生徒が活動
に親しむ機会が失われることがない
よう、可能な限り低廉な会費とする
など、支援のあり方について検討す
る。また、地域の企業等から賛助金
を受けるサポーター制度の構築を検
討する。

・ピアノ（楽器）の購入 など
⇒合唱については、吹奏楽と比べ、必要備品が少
なく、支出を抑えることが可能

・報償費（指導者への謝金）
・事務局の運営経費 など

⇒地域クラブの運営に際し、主たる経費はほぼラン
ニングコストとなっている。そのため、受益者負担の
みで賄うためには、かなり高額な負担を求める必要
がある。

令和６年度における登別市地域クラブの会員負担
〇会費
平日・休日ともに活動 月1,000円
休日、平日どちからのみ 月 500円

〇活動費
一律 月 500円
計） 月1,000円～1,500円

その他の経費は、登別市からの運営経費の補助等で賄う。

⇒移行期においては、費用負担の公平性の観点から、市からの補助
等により、低廉な価格に設定。一方で、全ての費用を受益者負担で賄
うことは、現実的ではなく、国や北海道、市町村での負担にかかる方向
性が示されたのちに適正な受益者負担を決定。

登別市地域クラブにおける支出額（令和６年度予算額）
１５，７６１，９６８円 …A

会費及び活動費の収入予定額（令和６年度予算額）
１，１６９，５００円 …B

負担割合（B／A） ～ ７．４２％

⇒受益者負担の適正化を図るとともに、支出経費の見直しなども
並行して行う必要あり
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

合唱についても、他の活動同様、中学校施設の利用を検討したものの、体
育館について、学校開放事業で利用していることもあり、校舎と体育館をシャッ
ター等で区切り、校舎に立ち入ることなく、利用可能となっているが、校舎側は
区切りがなく、現状においてはセキュリティ上の課題が多く、利用することができな
かった。
そのことから、登別市地域クラブを運営する一般財団法人登別市文化・ス
ポーツ振興財団が指定管理者となっている市民会館の一室を利用することとし
た。なお、指定管理者における事業として、利用料は免除となったほか、使用す
る部屋を限定しないことで、他の利用に影響なく使用することができた。

取組の成果

合唱は、使用備品が少なく、場所も防音性が比較的高い部屋１室の
みを利用するため、比較的容易に活動場所を確保することができたが、吹
奏楽など、他の文化活動については、複数の部屋を使用したり、楽器等の
保管も必要となる場合もある。そのため、公共施設を利用することとした場

合には、他の一般利用への影響が非常に大きく、課題が多い。今後の活
動内容拡充に向けて、さまざまな可能性を視野に、引き続き、活動場所
の確保に向けた取組を進める。

活動内容によって活動場所が限られていることから、公共施設等の活用について検討する。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

●今後に向けて

登別市においては、一般財団法人登別市文
化・スポーツ振興財団が、令和５年度に「登別
市地域クラブ」を設立し、地域クラブ活動を推
進している。
本市では、総括コーディネーター（会計年度
任用職員）や地域おこし協力隊（文化・ス
ポーツ推進コーディネーター）を配置するとともに、
同クラブ活動にかかる経費を補助金として支出
するなど、支援を行い、地域展開を図ってきた。
また、令和６年度から開始した平日活動にお
ける課題解決のため、実証事業を活用し、学
校間を巡回するバスを運行し、さらなる推進に
努めた。
その結果、登別市地域クラブにおいては、６
種（スポーツ５種、文化１種）のチーム活動
を実施し、令和７年度には、新たに３種のチー
ム活動開始を予定している。そのほか、多様な
活動に向けて、スポット活動の実施についても
検討するなど、中学生にとって望ましい文化・ス
ポーツの環境づくりが進められている。

実証事業において実施した総括コーディネーターの配置と巡回バスの運行について、両事業とも
に、登別市地域クラブの推進に必要不可欠なものとなった。
地域クラブ活動の推進にあたっては、これまでの学校部活動の良い所を引き継いだ上で、進め
ていく必要があり、学校に精通している元中学校校長が総括コーディネーターをして学校との橋渡
し役となったことが、円滑なクラブ運営につながったものと考える。
また、登別市においては、平日活動と休日活動の連携などから、休日の活動だけではなく、平
日の活動についても可能な限り地域クラブ活動として実施していくことが望ましいと考えており、平
日活動の課題となる移動手段の確保に向けて、バスを運行することで、その必要性や事業内容、
経費等を検証することができた。

登別市においては、令和２年度より、スポーツ関係団体等が地域スポーツの課題解決に向け
て検討を開始し、令和４年度に方向性を見出し、現状、その目標に向かって、関係団体が文
化関係団体を含め一体となって取組を進めている。
本市では、地域クラブ活動の推進を、持続可能な地域の文化振興への足がかりと考えているこ
とから、引き続き、地域クラブ活動を推し進め、まずは中学生にとって望ましい文化芸術環境の構
築を図っていく。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【登別市地域クラブのさまざまな情報が掲載されるホームページ】 【学校間を巡回するバス】

【活動の様子（合唱チーム）】
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地域文化クラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

地域スポーツの
あり方検討委員

会設立
実践研究 実践研究

あり方検討
委員会から
の提言

地域クラブ
設立・運営
開始

クラブ活動
の内容
拡充

登別市地域クラブ（運営：振興財団）地域スポーツのあり方検討委員会による検討
市長
・

教育長

登別市文化・ス
ポーツ振興財団

提言書

要望書

【Ｒ５】
登別市地域クラブ設
立
・サッカー（休）
・ 軟式野球（休）

支援

総括コーディネータ－

文化･スポーツ推進コ-ディネ-タ-

方向性（素案）
・

アンケート

【Ｒ６】
・ソフトテニス(休)
・ サッカー(平)
・軟式野球(平)
・合唱(平)
・バレー(平休)
・卓球（休）

市バス 貸切巡回バス

令和２年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度令和３年度

地域運動部活動推進事業（休日の部活動の段階的な地域移行に関する実践研究）
運営主体：登別市(検討・運営会議：地域スポーツのあり方検討委員会)
活動種目：バレーボール 拠 点 校 ：登別市立幌別中学校
指 導 者 ：地域競技団体(登別市バレーボール協会)

地域スポーツクラブ活動体
制整備事業（運動部活動の
地域移行等に向けた実証事
業）

地域スポーツクラブ活動
体制整備事業（地域スポーツク
ラブ活動への移行に向けた実証
事業）

文化部活動改革（地域文化ク
ラブ活動への移行に向けた実証
事業）

実
証
事
業
等

【
ス
ポ
ー
ツ
庁
】
【
文
化
庁
】
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2023年度
（R5）

2024年度
（R6）

2025年度
（R7）

2026年度
（R8）

目指す姿

登
別
市
地
域
ク
ラ
ブ

〇
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
に
親
し
む
機
会
の
確
保
、

生
徒
の
健
全
な
育
成

〇
生
涯
を
通
じ
た
運
動
習
慣
づ
く
り
や
文
化
芸
術
等
の
愛
好

の
促
進

〇
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活
動
を
通
じ
た
交
流
の
輪
の
拡
大

〇
地
域
と
と
も
に
あ
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

市

中
学
校

ス
ポ
ー
ツ
団
体

地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

地域クラブ活動の推進（地域クラブ活動の体制構築）

地域クラブ活動の推進（平日の学校部活動を順次地域クラブ活動として活動）

多様な活動に向けて、スポット活動を検討・実施

さまざまな課題解決に向けて、運営体制等を適宜見直し

地域クラブに運営に対する支援（補助金の支出、新たな活動開始に向けた連携・協力）

学校部活動の縮小・廃止

総括コーディネータ－の配置

巡回バスの運行（実証事業）の検証

地域クラブにおいて指導を希望する教職員への配慮

地域クラブにおける指導者確保に向けた協力

多様な活動に向けたスポット活動への連携・協力



文化部活動改革（部活動の地域に向けた実証事業等）

令和6年度

地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業

北海道白老町

自 治 体 名 ：
担 当 課 名 ：
電 話 番 号 ：

北海道白老町

0144-85-2020
教育委員会生涯学習課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

【現状】
中学校は2校あるが、近年は両校とも部員数
は減少しており、今後、単一校では部活動を維
持することが厳しくなると見込まれている。
文化芸術活動においても、吹奏楽は単一校で
の編成が困難となってきている状況にある。
また、教職員の働き方改革に係る「時間外在
校等時間」の集計において、それぞれの中学校
で部活動の顧問をしている教職員の在校時間
が長くなっている傾向が見られる。

【課題】
本町では少子化が進み、平成28年度と令和

5年度の生徒数を比較すると約30％の減少と
なっており、現時点での出生数から推計される令
和12年度の生徒数は、さらに25％程度減少す
るものと想定される。

面積 425.64 k㎡

人口 15,048人

公立中学校数 2 校

公立中学校生徒数 247 人

部活動数 文化部：3部活

市区町村の協
議会・検討会議
等の設置状況

設置済み

市区町村の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

策定済み

白老中 白翔中 合 計
H２８年 222 151 373
H２９年 201 154 355
H３０年 183 136 319
R 1年 179 126 305
R 2年 162 109 271
R 3年 151 101 252
R 4年 143 106 249
R 5年 146 113 259
R 6年(推計) 147 102 249
R 7年(推計) 141 91 232

出店：白老町中学校部活動地域移行推進計画（R6.2策定）
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会
・学校教育課・・・スクールバスのオペレーション
・生涯学習課・・・地域指導者との連絡調整、環境整備、学校との連絡調整

◉首長部局
・企画財政課・・・予算措置

令和６年４月 実証事業計画作成
各学校との調整

令和６年５月 実証事業委託契約締結
各クラブとの連絡調整

令和６年６月 保護者との意見交換

令和６年８月 活動開始

令和６年10月 演奏会開催

令和６年11月 演奏会開催

令和６年12月 演奏会開催

令和７年３月 演奏会開催（予定）
町地域移行推進運営
委員会開催（予定）

教育委員会 白老町中学校部活動地域移行推進運営委員会

文化芸術団体

指導者 参加者 保護者 学校



4

地域文化クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること
中学校数 ２校 実施した地域クラブ総数 １クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） １クラブ

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ２クラブ

全体の指導者数 ３人 全体の運営スタッフ数 ３人

②各クラブに関すること

クラブ名 運営団体
種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付け

る

実施回数 実施時
間帯

参加者
（学年別） 実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務） 会費 大会参加
方法

吹奏楽クラブ 地域クラブ 吹奏楽 週３回
17：00
～

19：00

１年２人
２年１人
３年１人

通年
白老町コ
ミュニティ
センター

１人 １人
（内、兼務０人）

年会費
2,000円

その他：地
域クラブ

③その他、体験会やイベント等の開催実績
●R06.10.06(日) ポロトミンタラコンサート
●R06.11.17(日) 苫小牧市高齢者施設ウエストビレッジ演奏会
●R06.12.22(日) 北吉原ふれあいプラザクリスマスコンサート
●R07.03.02(日) サンクスコンサート（予定）
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目 吹奏楽

運営団体名 吹奏楽クラブ
（仮称）白老ウインズブラスクラブ

期間と日数 吹奏楽：８月６日 ～
週３回程度

指導者の主な属性 地域の吹奏楽団代表

活動場所 白老町コミュニティセンター

主な移動手段 保護者送迎

１人あたりの参加会費
等（年額） 吹奏楽：2,000円

１人あたりの保険料 未加入

●吹奏楽クラブ 活動概要

●統括責任者兼指導者
役割：活動における管理者として、学校・保護者との連携を行うとともに、

指導者として生徒に指導を行う。

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

・地域クラブ活
動の実施

・保護者や教
育委員会との
連絡調整

吹
奏
楽
ク
ラ
ブ

白
老
中
学
校

白
老
町
教
育
委
員
会

生徒
参加

・会場提供

・クラブとの連
絡調整

・指導者謝金
支払い
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取組内容

2.実証内容と成果

・Ｒ6は教育委員会生涯学習
課が主体となり、指導者や学校
との連絡調整を行い、運営主体
の移行を前提に準備を進める。
・R7から参加者・保護者・指導
者・学校・関係団体・担当課
（教育委員会生涯学習課）を
結ぶ、コーディネーターの役割が
重要となることから、人選を行っ
ていく。

教育委員会生涯学習課が
コーディネーターとなり、指導者
や学校との連絡調整を行ったこ
とで、町内２中学校（白老
中・白翔中）にそれぞれ存在す
る吹奏楽部のうち、１校（白
老中）において地域クラブ化を
進めることができた。
今後においてはもう１校（白
翔中）が地域クラブに合流でき
るよう体制を整備する必要があ
る。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

コーディネーターの配置実績なし 現在運営に関わる地域人材は１名しかおらず、統括責任者と指導者
を兼務しており、負担が大きい状況であることから、スタッフの確保が急務
である。

・地域クラブ活
動の実施

・保護者や教
育委員会との
連絡調整

吹
奏
楽
ク
ラ
ブ

白
老
中
学
校

白
老
町
教
育
委
員
会

生徒
参加

・会場提供

・クラブとの連
絡調整

・指導者謝金
支払い

白翔中学校

R7参加に向けて模索中
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取組内容

2.実証内容と成果

・地域人材の協力体制の確保を目指すとともに、教職員等の兼業・兼職運用の整備を行うことで量を確保していく。
・地域クラブの持続的な活動が保証できるよう、Ｒ7移行時に指導者の公認制度の研修や講習が取扱えるよう準備を進める。

・町内文化団体連絡協議会と調整を図り、音楽連盟に加盟する白老吹奏楽団から指導者を１名確保することができた。
・上記指導者が所属する吹奏楽団内で地域クラブの活動状況等の説明を行い、新たな指導者の確保に努めたところ、新たに３名の大
人がR7年度以降の指導に意欲を示している。
・平日の活動時間帯に関して、生徒・保護者の理想としてはこれまでの部活動と同様15：30～17：30であったが、指導者確保を最優
先に考える必要があったため、生徒・保護者と協議を重ねて17：00～19：00とし、地域の指導者が活動に加わりやすい時間帯設定に
努めた。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

生徒や保護者に対して安心安全な運営体制を保障するため、指導者研修等の実施を検討する必要がある。
また、当初は教職員等の兼業・兼職運用の整備を行うことで指導者の量を確保していく計画もあったが、未着手となっていることから、再度
運用に向けた検討を進める必要がある。
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取組内容

2.実証内容と成果

・文化団体連絡協議会との連携により、指
導者の掘り起こしや発表の場の提供など地
域と関わりを持ち、クラブ移行を進めていく。

指導者が白老町文化団体連絡協議会
の会長でもあり、地域の社会人で構成さ
れる「白老吹奏楽団」の団長でもあること
から、同団体との連携による合同演奏会
を開催する計画が進んでいる。

吹奏楽は本来大勢での合奏が醍醐味の一つである
が、同クラブの生徒数が少ない現状から演奏できる
楽曲に制約がある。これらを解決するため、もう1校の
吹奏楽部の地域クラブ合流を進める必要がある。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項

取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

白老町文化団体連絡協議会

白老音楽連盟

白老吹奏楽団

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

取組事項

・地域クラブ参加者確保のため、小学生が演
奏を聴く機会を設けることで、演奏することへの
憧れや意欲を高める関わりをしていく。
・高校吹奏楽部や社会人の吹奏楽団との関
わりを持てるよう、環境整備を進める。

取組の成果

社会人団体「白老吹奏楽団」との関わりに
より、高いレベルでの演奏を間近で聞くことが
でき、生徒への刺激につながった。

今後の課題と対応方針
クラブ員の人数が少なく演奏できる楽曲に
制限があることから、加入者を増やすための
取組として地域の小学生向け演奏会や体
験会等の実施を検討したい。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

・複数のクラブ活動に参加できる
仕組みを構築していく。
→未実施

・生徒のモチベーションを高めるた
め、地域住民向けの演奏会を
実施した。

参加人数 ４人 指導者数 １人

属性

具体的な内容
・観光商業施設での屋外演奏会実施
・高齢者福祉施設での演奏会実施
・地域の会館等での演奏会実施

子供の声  自分たちの演奏を聴いてもらえると思うと、練習に力が入る。
 地域の方々の笑顔を見ることができて嬉しい。

関係者の声  若いエネルギーを感じることができて元気をもらえた。
 また演奏しに来てほしい。

運営経費 なし

活動の詳細
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

観光商業施設や高齢者福祉施設、町内会館等での演奏会を実施し、
合計で延べ60人の一般町民や観光客の方々に日頃の練習の成果を
聞いてもらうことができた。
このことから、地域において複数回の演奏会を開催したことは、生徒に
とってモチベーションにつながるとともに、活動と存在をPRしたことで地域住
民からの応援を得ることができた。

取組の成果

グラフ等データ
※出典も要記載

今後の課題と対応方針
○地域での活動展開は生徒のモチベーションにつながった一方で、活動の
人数が少なく、演奏できる楽曲に限界があることから、活動人数の更なる
充実を求める声が聞かれるようになった。

○今後においては社会人や高校生との合奏を視野に活動を進めていきた
い。

11/17(日) 高齢者福祉施設での演奏会のようす
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

白老町コミュニティセンター（白老町中央公民館）館長との調整を図
り、施設管理者の理解を得たことで、通常の貸館利用に影響のない範
囲で活用することができた。
全65回の活動のうち、61回は白老町コミュニティセンターのいずれかの
部屋を活用している。

取組の成果

現状、白老町コミュニティセンターで支障なく活動できているが、今後クラ
ブ員の増加を見据えると楽器の保管場所が課題となってくる。特に、打楽
器の保管にはスペースを要する。

今後は学校施設（音楽室）を活動場所として使用できるよう、学校との
調整を進めるとともに、足の確保についても検討する必要がある。

・白老町コミュニティセンター（白老町中央公民館）を活動拠点とするに
あたって、施設使用料が免除となるよう条例・規則に基づき整理をした。

61回（白老町コミュニティセンター） 4回

全65回の活動のうち、61回が白老町コミュニティセンターで
行われている。

吹奏楽クラブ活動場所・回数

・1回（町内会館）
・3回（地域での演奏会等）
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

今後は、吹奏楽部が存続している白翔中学校の合流を進め、町全体として吹奏楽
部の地域移行を進めることができるよう、足の確保や活動拠点の整備、さらには楽器
の修繕にかかる資金調達など、環境整備を進める必要がある。

●今後に向けて

・地域の社会人で構成される「白老吹奏楽団」との
連携の下、吹奏楽部の地域移行を進める運びとなっ
た。
・2校のうち1校において吹奏楽部の地域移行が進ん
でおり、クラブには4名の生徒が在籍。
・指導者としては同団体の団長へ委任し、8月以降
週3回のペースで白老町コミュニティセンターを拠点に
活動を実施。
・人数が少なく、演奏できる楽曲に制限があるが、定
期的に同楽団から支援者を募ることで演奏の幅を
広げている。
・これまで地域に出向いた演奏会を3回開催し、住民
に活動成果のお披露目をするとともに、生徒のやる気
を引き出している。

○令和7年3月をもって廃部となる白老中学校の吹奏楽部において、吹奏楽継続し
たい生徒の受け皿を早急に確保できたことはよかった。
○クラブ員が４名という極めて人数が少ない中での活動であるが、地元の吹奏楽団と
の連携により同楽団から演奏支援者を募ることで、より幅広い楽曲の演奏を可能とす
るとともに、より高いレベルでの練習を行うことでスキルアップにつなげることができた。
○一方で、各楽器の細かいパートについては少人数の強みを生かして手厚く指導を行
うとともに、生徒の自主性を尊重することができた。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【12/22(日) 北吉原ふれあいプラザクリスマスコンサート①】 【12/22(日) 北吉原ふれあいプラザクリスマスコンサート②】

【10/6(日) ポロトミンタラコンサート】 【11/17(日) 苫小牧高齢者施設ウエストビレッジ演奏会】

写真
※何の様子かわかるように
キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように
キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように
キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように
キャプションを挿入すること
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地域文化クラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー
白老町教育委員会、白老中学校、白老吹奏楽団
●経過
令和7年3月末をもって白老中学校吹奏楽部の廃部が決まり、町教育委員会と地元の白老吹奏楽団関係者が協議を重ね、中学生向けのクラブを立ち
上げた。
●実施にあたって生じた課題
練習時間帯はこれまでの部活動の時間帯が望ましかったが、指導者の確保等の課題があったため、保護者の理解を得た上で17～19時に設定した。
また、活動拠点としては中学校の音楽室が望ましかったが、セキュリティ（機械警備）のため教職員以外の音楽室の立ち入りが不可能な時間帯であったこ
とから、白老町コミュニティセンターを拠点とするため管理者と協議し、施設使用料は全額免除とした。
しかし、白老町コミュニティセンターは楽器の保管場所が少ないため、今後は学校施設（音楽室）を活動場所として使用できるよう、学校との調整を進め
るとともに、足の確保についても検討する必要がある。
なお、地域クラブとしてコンクールに出場する際は、地区吹奏楽連盟（苫小牧）に加盟する必要があるが、会費徴収を含めて加盟料にかかる資金調達の
見通しが立てられなかったことから、生徒や保護者と協議の結果、本年度は加盟しないこととした。
●実施内容、工夫した点 等
コンクールには参加できなかったものの、生徒のモチベーションを高めるため、定期的に地域に出向いた演奏会を企画・開催した。
●今後の展開
今後も定期的に演奏会を開催し、地域とのつながりをさらに広げるとともに、コンクールにも出場できるよう連盟加盟を見据えた会費負担の必要性も説明し
ていきたい。

令和５年

協議会設置、
検討

白翔中吹奏楽部
の地域移行

令和８年 令和９年

指導者の選定
実証事業開始

保護者説明会
開催 統括組織予算化 統括組織立ち上

げ

令和６年 令和７年
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令和５ 令和６ 令和７ 令和８ 令和９

地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

協議会設置、検討

実証事業開始

白老中保護者
説明会開催

白翔中保護者
説明会開催

中
学
校

白
老
町
教
育
委
員
会

吹
奏
楽
ク
ラ
ブ

統括組織予算化

統括組織立ち上げ

白老中吹奏楽部継続

白翔中吹奏楽部継続

白老中吹奏楽クラブ
実証事業開始

白老中・白翔中吹奏楽クラブ
実証事業開始

吹奏楽クラブ本格始動

両中学校保
護者説明会

指導者の選定



文化部活動改革（部活動の地域に向けた実証事業等）

令和6年度

地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業

北海道厚岸町

自 治 体 名 ：
担 当 課 名 ：
電 話 番 号 ：

北海道厚岸町

0153-52-7785
教育委員会生涯学習課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

厚岸町における文化系部活動については３つ
ある中学校のうち、２つの学校に吹奏楽部があ
り、そのうち１校については部員がいないため現
在は休部状態となっている。
令和６年度の活動内容としては平日は学校
部活動として活動し、休日の活動については地
域に移行を開始した。地域で指導可能な人材
がいたとはいえ、円滑な移行のため、当面は学校

部活動顧問の教員にも地域指導者として活動
に加わっている。
今後の生徒数の減少に伴い、部員数の減少
が見込まれ、小学校の段階から吹奏楽人口を
増やす必要があることや、休部中の中学校にお
いても加入希望者を募り、部員数を確保してい
くことが課題である。

面積 739.12 k㎡

人口 8,195
人

公立中学校数 3 校

公立中学校生徒数 171 人

部活動数 2 部活

市区町村の協
議会・検討会議
等の設置状況

設置済

市区町村の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

策定済
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉町長部局
・総合政策課・・予算措置、企業版ふるさと納税に係る協議・検討。

◉町長部局
・生涯学習課・・厚岸総合クラブJOYの事務局を担う。

月 日 内　容

8 モデルクラブ4団体募集開始

13 厚岸レーシングクラブ活動開始【JOYスタート】

24 第2回厚岸町議会厚生文教委員会へ取組状況説明

11 厚岸Jr.ウィンドバンド活動開始

25 海事記念館こどもクラブ開始

22 厚岸キッズクラブ活動開始

25 厚岸総合クラブJOY第1回運営委員会【JOY組織確立】

9 18
平成6年度第1回厚岸町部活動地域移行検討協議会
厚岸総合クラブJOY第２回運営委員会

1 ＪＯＹサポーターバンク募集開始

18 企業版ふるさと納税ＷＥＢ募集開始

真龍中学校に施設管理人配置（土・日）

26 令和6年度部活の地域移行研修会

19 厚岸総合クラブJOY第３回運営委員会

25 平成6年度第２回厚岸町部活動地域移行検討協議会

1 JOY生徒・保護者アンケートの実施

7 厚岸町教育研究所2月研究大会

19
平成6年度第３回厚岸町部活動地域移行検討協議会
厚岸総合クラブJOY第４回運営委員会

28 厚岸総合クラブＪＯＹ説明会

5

6

12

2

11

10

令
和
6
年

4

令
和
7
年
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地域文化クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ３校 実施した地域クラブ総数 ２クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（１） 厚岸Jr.ウィンドバンド（吹奏楽部）

B：部活動を移行する形態でない地域クラブ(1) 海事記念館子どもクラブ

全体の指導者数 ６人 全体の運営スタッフ数 ７人

②各クラブに関すること

クラブ名 運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時
間帯

参加者
（学年別） 実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務） 会費 大会参加方
法

海事記念館
子どもクラブ

厚岸総
合クラブ
JOY

文化クラブ 月１回
１０時
～
１２時

小４ ３名
小５ ６名
小６ １名

４月～３
月

主に厚岸
海事記念
館

４人 2～３人 無 無

クラブ名 運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時
間帯

参加者
（学年別） 実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務） 会費 大会参加方
法

厚岸Jr.ウィ
ンドバンド

厚岸総
合クラブ
JOY

吹奏楽 月４回 ９時～
１２時

中１ ２名
中２ ２名
中３ ２名

４月～３
月

厚岸町立
真龍中学
校
・武道館
・音楽室

３人 2～３人 月会費
2000 円

大会やコン
サートはすべて
クラブ参加
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2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目 吹奏楽

運営団体名 厚岸Jr.ウィンドバンド

期間と日数 吹奏楽：５月１１日 ～
月４回程度

指導者の主な属性 厚岸町吹奏楽団

活動場所
厚岸町立真龍中学校
・前期 武道館
・後期 音楽室

主な移動手段 徒歩、自転車

１人あたりの参加会費
等（年額） 吹奏楽：２０００円/月

１人あたりの保険料 なし

●厚岸Jr.ウィンドバンド（吹奏楽部）活動概要

●運営委員長
役割：クラブ全体を管理監督し会の運営を行う

●指導者 文化系クラブ２ 名
役割：地域指導者・・各々のクラブの運営を行い生徒の指導を行う

：学校指導者・・地域移行を進めるため、地域指導者の補助として生徒
の指導にあたる

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

厚岸Jr.ウィンドバンドの主な取組
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取組内容

2.実証内容と成果

○文化系のモデルクラブとして、
町内中学校の吹奏楽部の休日
における活動を地域クラブ活動と
した。
○クラブ名を「厚岸Jr.ウィンドバ
ンド」として活動した。
○６月に厚岸総合クラブJOYを
設立し、当面教育委員会生涯
学習課が事務局を担い、クラブ
が円滑に活動ができるようクラブ
の管理や指導助言を行った。

○地域指導者と学校部活動指導者が綿密に情報を共有す
ることで、休日の活動がスムーズに行われていた。
○大会やコンテストの他、町内で行われた様々なコンサートの
参加機会に恵まれ、発表機会が大幅に増えた。
○町内のイベントにも積極的に参加し、地域展開が図られた
ケースとなった。
○中学生６人を対象としたアンケートの結果、回答者した４
名全員が「吹奏楽の楽しさを感じた」と答えるなど、充実した活
動の様子がうかがえた。
○保護者からも、発表の機会の充実ぶりを評価する声が上
がっていた。
○練習会場については、管理人が常駐し管理することとした。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

○運営クラブである厚岸総合クラブJOYの財源確保、指導者確保、移送手段の確保が最大の課題⇒R7年度中に道筋をつけていく。
○吹奏楽は、楽器の購入や楽器のメンテナンスなど多額の費用が生じる⇒個人負担の他、工夫をしながら楽器を確保していく。
○大会やコンサートなどでの楽器の運搬について⇒負担が大きくならないように、運搬方法を検討する。
○休日の地域移行から平日をも含めた完全移行を検討していく。

0 1 2 3 4 5

吹奏楽の楽しさ

練習のつらさ

達成感や充実感

勝つ喜びや負けるくやしさ

仲間との信頼関係

その他

活動を通して感じたこと（複数回答）

（令和７年１月実施生徒アンケートより）

（人）
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取組内容

2.実証内容と成果

○令和6年10月に厚岸総合クラブ
JOYサポーターバンクを設置し、指
導者の確保に努めた。
○指導者の資質向上を図る研修
については、今年度、スポーツ障害
予防講演会を行うため、文化系指
導者の研修は実施していない。

○アンケートから「技術力の向上」を実感している
生徒や保護者が多い。
○保護者から「地域移行となったことで、文字通り、
音を楽しむことができ、音楽を続けたいという気持
ちにしてもらえて、大変ありがたく思っています。」と
の声が上がっていた。
○今後も、サポーターバンクのスタッフを3構成とし、
指導支援体制の充実を目指し募集を継続してい
く。

○４名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

30代 1名
40代 1名
50代 1名
60代 1名

人材バンクの年齢構成 ボランティアスタッフ
○厚岸総合クラブJOY
のクラブに加入している
子の保護者を対象とし、
指導者の監督の下、ク
ラブ活動を支える。
○報酬等はないが、ス
ポーツ保険は、事務局
が加入する。

保護者スタッフクラブ指導者

○厚岸総合クラブJOYの
活動の指導を行う。
○中学生への指導を基本
とするが、小学生や高校
生も対象とした活動も想
定。
○指導日、報酬の額等は、
JOY規定に基づく。

○厚岸総合クラブJOYの
活動を指導者の監督の
下、ボランティアスタッフと
して支える。
○報酬等はないが、ス
ポーツ保険は、JOY規定
に基づき事務局が加入
する。

サポーターバンクの構成

（令和７年１月実施生徒・保護者アンケートより）

0 1 2 3 4 5 6

技術力

体力

精神力

コツコツと取り組む…

仲間との団結力

豊かな心

基本的な生活習慣

その他

成長の実感（複数回答）

生徒 保護者

（人）

種 目

資格有無

○吹奏楽

○無



8

取組内容

2.実証内容と成果

○定例校長会議、教頭会議で、
毎回クラブ活動の情報を提供。
○児童・生徒・保護者・教職員を
対象としたアンケート調査を実施し、
ニーズをとらえた。
○町内全小中学校教職員に、教
育長から本町の取組を説明。
○中学校3校のPTA総会で、事務
局からクラブの取組を説明。
○中学校1校に管理人を配置。
○教育委員会が所有するスポーツ
バス等を活用。

○校長会議などで、地域移行の状況について情報提供を行い、
学校の理解を得ながら移行を進めることができた。
○本町の小中学校全教職員を対象に、地域移行の状況を説明
することにより、学校の理解がより進んだ。
○休日に管理人を配置することで、雨天時や冬期間の校舎の活
用が可能となり、学校管理職の負担を軽減することができた。
○町議会では、複数回本町における部活動の地域移行について
取り上げられ、「持続可能な生涯学習、生涯スポーツの環境を整
える」ことについて説明した。
○部活動の地域移行研修会（令和6年11月26日開催）を通
して、先進事例や本町の取組の情報を共有することができた。

○教育関係者には、厚岸総合クラブJOYの取組状況は周知されているが、町民に対しての説明が
不足しているとの指摘を受け、今後、町民や保護者に向けた説明会を実施予定。（令和7年2月
26日開催予定）
○部活動のスクールバス活用から、地域クラブ活動のスポーツバス等の活用へ、契約変更の手続き
などを確実に進めていくことが重要。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

・日数 1日
・利用者数 7人
・運行内容 厚岸jr.ウィンドバンドの吹奏楽コ
ンクール出場時の送迎を支援

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

バス等の運行実績

0 5 10 15

大会運営や引率

休日の活動がある

疲労・休息不足

長時間労働

報酬に関わって

指導員等の不足

連携の負担

競技未経験の負担

部活動指導者の負担感

（人）

（令和５年７月実施教職員アンケートより）
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

○厚岸総合クラブJOYは、幼児から
大人まで持続可能な生涯学習・生
涯スポーツの環境整備を目的に、令
和6年6月に設立。事務局は、当面
教育委員会生涯学習課が担うこと
とし、令和9年度以降、完全移行
（休日、平日ともに地域クラブ活
動）を目指していく。
○令和5年7月に部活動の地域移
行に係るアンケート調査を実施し、
児童・生徒・保護者・教職員のニー
ズの把握に努めた。
○令和7年1月にJOY加入の生徒・
保護者を対象にアンケート調査を実
施した。
○令和6年度に指定した4モデルクラ
ブの1つである厚岸Jr.ウィンドバンド
（吹奏楽）は、平日は部活動、休
日は地域クラブ活動として、練習は
もとより大会や地域のコンサートに積
極的に参加していた。

参加人数 ６人 指導者数 ２人

属性 厚岸Jr.ウィンドバンド（吹奏楽）

具体的な内容
Ｒ６年5月から平日は部活動、休日は地域クラブ活動（厚岸総合クラブJOY）として活動をス
タートさせた。地域クラブ指導者は、厚岸町吹奏楽団の団員が担い、レベルの高い指導がなされ
ることで、生徒の上達ぶりを評価する声は大きい。大人の楽団員や高校生、他町の楽団員とも合
同の練習やコンサートなどで交流を深めるなど、活動の幅が大きく広がっている。

子供の声
 アンケートに回答した4名全員が「クラブ活動は充実している、どちらかというと充実している」と
答えている。

 特に、仲間と練習しているときが充実していると全員回答している。

関係者の声
 基礎的な指導から始め、音がみるみるうちに重なるなど日々成長している。（指導者）
 地域移行を進めていくためには、学校と地域の指導者間の綿密な連携が重要。（指導者）
 発表の場が広がり、感謝している。（保護者）
 音を楽しみ、音楽を続けたいという気持ちにさせてもらえてありがたい（保護者）

運営経費
運営経費は、指導者
報酬と部活動地域移
行検討協議会の旅
費のみとなっている。

活動の詳細

0 1 2 3 4

仲間と練習をしている時

一人で自主練習をしている時

指導を受けている時

大会や発表会に参加している時

その他

充実している時は
（人）

（令和７年１月実施生徒アンケートより）
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

○吹奏楽部は昨年度まで２校が活動していたが、R６年度は１校が休
部となり、真龍中学校１校が、平日は部活動として週４日程度、休日
は厚岸Jr.ウィンドバンドとして活動した。

○中学校吹奏楽部から移行した厚岸Jr.ウィンドバンドは、地域で活動す
る厚岸町吹奏楽団を受け皿に活動を展開した。吹奏楽は、最も地域移
行が難しいといわれているクラブの１つであり、１年間で多くの成果と課題
を検証することができた。

取組の成果

今後の課題と対応方針

○財源の確保が最大の課題である。吹奏楽は、高価な楽器、消耗品や
メンテナンスの費用も高額となることから、今後、支援体制が不可欠である。
○楽器の移送など大型の楽器は、個人での運搬が難しいため、大会やコ
ンサートなどでは、トラックなどの確保が必要となる。
○現在１校が地域クラブである厚岸総合クラブJOYに加入している状況で
あるが、次年度以降複数校の生徒の加入となると、さらに冬場の生徒の
送迎体制も課題となる。

○学校指導者から地域指導者へのスムーズな移行、さらには平日の移行
を視野に入れると、指導者間の連携がより必要となる。
○本町の中学校の部活動は、スポーツ系に比べ、文化系が少ない実態に
ある。しかし、教育委員会生涯学習課の文化事業は活発に推進されてい
ることから、今後、自然、科学、文化、環境、伝統芸能など、当町の教育
環境を生かしたクラブの展開を図っていく。

○部活動地域移行の実証事業の大きな成果の1つは、学校指導者と
地域指導者の綿密な連携を前提とした生徒への指導である。平日の部
活動の指導と、休日の地域クラブの指導の方向性を同じにすることで、生
徒は混乱なく活動することができた。
○発表（大会やコンサート、文化祭など）の場が多くなり、生徒の練習
のモチベーションも高まっていた。
○初心者の生徒も専門的な指導を受け、上達していく様子が見られた。
○大人や高校生、他町の楽団員との交流を経験することで、生徒の技
術面が大きく向上した。
○町民に披露する発表会を通して、町で育つ生徒の成長を見る機会と
なり、まちづくりの視点からも重要な活動となった。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

〇管理人を配置することで、休日の管理職の負担を軽減することができた。

〇音楽室が練習場所となることで、楽器の移動がなくなり、練習時間を確保することができた。

〇管理人を配置することで、スポーツ系のクラブも冬場やグラウンドが使用できない状況であっても、校舎内のスペースを利用して活動すること
ができるようになった。

〇管理人と指導者と事務局の連絡体制を確立することで、休日におけるクラブ活動の緊急時対応が可能となった。

取組の成果

〇厚岸Jr.ウィンドバンドは、当初、真龍中学校武道場で休日の活動を開始した。校舎を管理する上で、休日の音楽室での活動は難しく、
校舎と分離されている武道場の管理が容易であったためである。しかし、活動を始めると、室内の寒暖差が激しく練習に支障をきたすことや、
練習日の前日には、楽器を３階から１階へ搬入する時間と労力がかかることから、指導者や保護者から音楽室の使用を求める声が上がっ
た。そこで教育委員会は、11月から管理人を配置して休日の校舎を管理することとした。

〇現在、真龍中学校の施設（グラウンド、体育館、音楽室、廊下）を活用し、地域クラブである運動クラブ、文化クラブが活動を行っている。
今後、
クラブ数が増えることから、他の学校や町有施設の活用を図り、活動環境を整えていく。
〇特に、文化活動は、生涯学習課が一部管理する真龍小学校の校舎を積極的に活用する。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

各部活動との協議を進める中で、種目により課題が違うことが浮き彫りとなった。指
導者資格や審判資格が必要なクラブ、統一したユニフォームが必須のクラブ、単独で
はチームが組めず他町村との合同チームを余儀なくされるクラブなど、課題は多様であ
り、部活動の地域移行が進まない要因の１つである。

全国的な共通課題として、指導者の確保、財源の確保、生徒の送迎手段の確保
などがあげられているが、種目ごとの課題や本町のような小規模自治体の課題などもと
らえたうえで、R7年度は休日における全部活動の地域移行、厚岸総合クラブJOYの
地域展開を積極的に進めていく。

●今後に向けて

厚岸総合クラブJOYは、幼児・小学生・中学生・高
校生・大人すべてを対象とし、持続可能な生涯学習・
生涯スポーツの活動環境を整えることを目的に、令和
６年６月に設置した。事務局は、当面、教育委員会
生涯学習課が担うこととし、4つの団体をモデルクラブに
スタートした。運動系の団体は、中学校部活動から移
行する「厚岸レーシングクラブ」と幼児から低学年児童
を対象とした「厚岸キッズクラブ」の2団体である。文化
系の団体は、中学校の部活動から移行する「厚岸Jr.
ウィンドバンド」と、厚岸の自然や文化、歴史を学ぶ「海
事記念館子どもクラブ」の２団体である。

厚岸総合クラブJOYの運営母体である運営委員会
では、単に中学校部活動を地域に移行するのではなく、
本町の恵まれた生涯学習環境を生かし、持続可能な
活動環境を整えていくことを確認した。R7年度は、団
体が4団体から11団体に増えるため、これまでの検証
の成果を生かし、地域移行、地域展開を進めていく。

厚岸総合クラブJOYを立ち上げて１年。成果というよりも、地域移行検討協議会で
協議を重ねるたびに新たな課題が見つかることを繰り返してきた。ある委員が「課題と
いう小さな石ころを拾いながら少しずつ進んでいるという感じですね。」と発言されていた。
検討協議会発足当初から、すべて環境を整えてから新クラブを立ち上げるのではなく、
一歩でも前に進めながら課題を見つけ、モデルクラブの成果と課題を明らかにして検証
を進めたからである。したがって、まだ成果を評価する状況にはないことから、引き続き
課題を拾いながら、厚岸スタイルの地域移行、地域展開を進めていく。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●アンケートや聞き取りから●アンケート結果

Q.総合クラブ JOY で活動して、どんな時が充実していますか？（複数回答） 中学年生の声（厚岸Jr.ウィンドバンド 吹奏楽）
コンサートは、とても緊張したけど、たくさんのお客さんの前で
発表することができた。

指導者（指導者間協議の発言から）
地域指導者と学校指導者が綿密な情報共有のもと指導
観を共有し、「楽しみたい」「上達したい」という意欲を高め
ていきたい。

保護者（アンケートから）
完全に移行するまでは、物事が上手くいかないこともたくさ
んあると思いますが、子どもたちの意見にも耳を傾けてほし
いと思います。
指導者の方の仕事の都合などで平日の練習がどのように
行われていくのか気になっています。

0 2 4 6 8 10 12

仲間と練習をしている時
一人で自主練習をしている時

指導を受けている時
大会や発表会に参加している時

その他
生徒 保護者

（令和７年１月実施生徒・保護者アンケートより）
回答数 生徒・・陸上9名 吹奏楽4名

保護者・・陸上5名 吹奏楽5名

Q.総合クラブ JOY で活動して、成長したと感じたことはどんなことですか。（複数回答）
0 2 4 6 8 10 12

技術力
体力

精神力
コツコツと取り組む忍耐力

仲間との団結力
豊かな心

基本的な生活習慣
その他

0 2 4 6 8 10 12

陸上や吹奏楽の楽しさ
練習のつらさ

達成感や充実感
勝つ喜びや負けるくやしさ

仲間との信頼関係
その他

Q.総合クラブ JOY で活動して、感じたことはどんなことですか。 （複数回答）

（人）

（人）

（人）

中学年生の声（厚岸レーシングクラブ 陸上）
部活動や休日の練習をする中で、どんどん記録が伸びてい
くのがうれしいです。
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広報資料

2.実証内容と成果③

【園児・児童・生徒への募集チラシ（表）】 【園児・児童・生徒への募集チラシ（裏）】

○R6年度、部活動の地域移行を進めるにあたり、4月にモデルクラブ4団体の募集を行った。紙幅の都合上、4団体の活動の様子は、2次元コード紹介動画
を視聴するスタイルとし、申し込みは、Web又は申込書で行うこととした。
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広報資料

2.実証内容と成果④

【厚岸総合クラブJOYのチラシ（表）】

○部活動の地域移行を進めるにあたり、児童、生徒、学校教職員、地域
指導者、保護者等、様々な関係機関・関係団体に説明するための広報
資料が必要となったことから、JOY事務局が作成した。特に、厚岸総合クラ

ブJOYの方針や移行スケジュールなどをわかりやすくまとめることで、周知を
図った。R7年度も移行部活動が多くなることから、広報チラシを作成し理
解を図っていきたい。

【厚岸総合クラブJOYのチラシ（表）】
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広報資料

2.実証内容と成果⑤

チラシ

部活の地域移行研修会の案内チラシ
R6年1１月26日に部活動の在り方検討支援アドバ
イザーを講師に研修会を開催した。参加者から多くの
質問がなされ、講師から回答いただいた。

企業版ふるさと納税チラシ
R6年10月18日にWeb上で募集を開始した。
現在、内閣府総合サイト地方創生の企業版
ふるさと納税ポータルサイト掲載中。

厚岸総合クラブJOY説明会案内チラシ
R７年２月26日に、町民、保護者、教職員、
指導者を対象とした説明会の案内チラシ。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果⑥

【厚岸Jr.ウィンドバンドの活動の様子】

【海事記念館子どもクラブの活動の様子】【厚岸キッズクラブの活動の様子】

【厚岸レーシングクラブの活動の様子】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果⑦

【厚岸町部活動地域移行検討協議会の様子】

【中学校保護者説明会の様子】

【厚岸総合クラブJOY運営委員会の様子】

【他市町村とのリモート会議による情報共有の様子】
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地域文化クラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和５年度

部活動地域移
行検討協議会
設置、検討開
始

厚岸総合クラブ
JOY設立

R6年度モデルクラブの実証事業の検証 休日における地
域移行・地域展
開の11団体の
決定

町民・保護者・教
職員・指導者対
象の説明会

児童・生徒・保
護者・教職員
アンケート実施

受け皿団体や
指導者の選定、
モデルクラブの
選定

指導者間（地
域・学校）協議
開始

モデルクラブ4
団体の決定

教職員・保護者
への説明

令和６年度

4団体の部員
募集・活動開始 R7年度地域移行部活動の指導者間協

議開始

令和７年度

中学校全部活動の休日における地域移行 一部中学校の平日における地域移行
（一部部活動の完全移行）

令和８年度 令和９年度以降

全部活動の完全移行

ステークホルダー
○学校、校長会、
教頭会、町長部
局、町教委、文化
協会、体育協会、
各スポーツ団体、
各文化団体

経 過
○令和5年度より厚岸町部活動
地域移行検討協議会を設置し、
推進計画を策定した。協議会で
は、地域移行に関する学習とモデ
ルクラブを決定し、令和6年度から
実証事業の検証を行った。

実施内容
○厚岸総合クラブJOYを立ち上げ、
4団体（陸上クラブ、吹奏楽クラ
ブ、子どもクラブ、キッズクラブ）が
活動を開始した。検討協議会で
は、R7年度の移行部活動の検
討を始めた。

課題と今後の展開
○財源の確保、指導者の確保、
生徒の移送手段の確保が大きな
課題となる。生涯学習社会の実現
の具現化ともいえる厚岸総合クラブ
JOYの地域展開を町ぐるみで支え
る仕組みづくりが不可欠である。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性①

R6

全部活動の完全移行

厚岸町における部活の
地域移行スケジュール
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部活動地域移行・地域展開のロードマップ

3.今後の方向性②
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厚岸町における部活動の地域移行、厚岸総合クラブJOYの地域展開



文化部活動改革（部活動の地域に向けた実証事業等）

令和6年度

地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業

北海道標茶町

自 治 体 名 ：
担 当 課 名 ：
電 話 番 号 ：

北海道標茶町

015-485-2040
教育委員会社会教育課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 1099.37 k㎡

人口 6,881
人

公立中学校数 3 校

公立中学校生徒数 188 人

部活動数 １部活

市区町村の協
議会・検討会議
等の設置状況

設置済

市区町村の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

策定済

標茶町における文化系部活動については、中
学校１校で１部活動が活動している。令和６
年度の活動内容としては、標茶中学校の吹奏
楽部が、平日は学校部活動として活動し、休日
の活動については地域クラブ活動に移行した。地
域で指導可能な人材がいたとはいえ、円滑な移
行のため、当面は学校部活動顧問の教員も地

域指導者として活動に加わっている。他の町内
中学校２校では文化系の部活動がない状況だ
が、今後希望する生徒が出てきた場合、移動手
段や活動場所等の問題がでてくると思われる。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

運営体制・役割 年間の事業スケジュール運営体制・役割 年間の事業スケジュール

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉町長部局
・予算措置

◉教育委員会
・地域クラブ設置に係る規則等整備
・先行して取り組む部活動による施行実践
・謝礼支払や連絡調整等の事務全般



4

地域文化クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

②各クラブに関すること

中学校数 ３校 実施した地域クラブ総数 １クラブ

ケース別クラブ数 A：部活動を地域移行した形のクラブ数（１） 標茶中学校吹奏楽部

全体の指導者数 ３ 人 全体の運営スタッフ数 ２ 人

クラブ名 運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時
間帯

参加者
（学年別） 実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務） 会費 大会参加方
法

標茶中学校
吹奏楽部

標茶町
地域クラ
ブ

吹奏楽 月 ４ 回 ９時～
１２時

中１ ８名
中２ 10名
中３ ８名

４月～
３月

標茶中学
校音楽室
ほか

３人
（内 外
部指導者
１人）

２ 人 無 部活動として
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2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）●標茶中学校吹奏楽部 活動概要

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

標茶中学校吹奏楽部の主な取組

地域クラブ活動で実施
した種目 吹奏楽

運営団体名 標茶町地域クラブ

期間と日数
陸上：５月１日 ～ ３月３１日

月４回程度

指導者の主な属性 標茶中学校

活動場所 標茶中学校音楽室 ほか

主な移動手段 徒歩、自転車、保護者送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

中学生年会費 24,000円
（部費として）

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●運営スタッフ
役割：教育委員会が担い、謝金事務や連絡調整を行う

●指導者 中学校教員 ２名 外部指導者 １名
役割：地域指導者・・学校指導者とともに生徒の指導を行う

：学校指導者・・地域移行を進めるため、地域指導者の補助として生徒
の指導にあたる
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取組内容

2.実証内容と成果 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組内容

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

○「標茶町地域クラブ」として標
茶中学校の吹奏楽部の休日に
おける活動を地域クラブ活動した。
○当面教育委員会社会教育
課が事務局を担い、クラブが円
滑に活動ができるようクラブの管
理や指導助言を行った。

○地域指導者と学校部活動指導者が綿密に情報を共有す
ることで、休日の活動がスムーズに行われていた。
○部活動に在籍している生徒を対象としたアンケート（スポー
ツ・文化同時調査）を実施し、４１名から回答をいただき、３
１名から土日の活動が「前より良くなった」との意見をいただき、
充実した活動が行われていることが確認できた。他の１０名は
「前と変わらない」という回答で「前よりやりづらくなった」という意
見は０名であった。

0 5 10 15 20 25

その他

特に変化はない

専門の指導者が対応してくれ

るので成績向上につながった

クラブ活動に対しての向き合

い方が変わった

地域移行して変化はありましたか？

（人）

（令和７年１月実施 生徒アンケートより）

○運営クラブである標茶町地域クラブの財源確保、指導者確保、移送手段の確保が最大の課題⇒R7においても引き続き検討。
○先行して移行したクラブの成果と課題を生かして、R７年度はさらに中学校運動部活残り５団体の休日における地域移行を進める。
○休日の地域移行から平日をも含めた完全移行を検討していく。
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取組内容

2.実証内容と成果 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組内容

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組の成果

○令和6年５月に標茶町地域クラ
ブ指導者バンクを立ち上げ、指導者
の確保に努めた。
○町の広報誌にチラシ折り込みを
行い広く人材を募った。

取組事項

人材バンクの人数

種 目

資格有無

○１名

○読み聞かせ

バンク応募者の年齢構成

60代 1名

○無

クラブ指導者

○標茶町地域クラブの活動の指導を行っていただくため、現在ある活動にとらわ
れず、幅広く募集した。
○指導日、報酬の額等は、標茶町地域クラブ規定に基づく。

指導者バンクについて

○地域クラブ在籍生徒アンケートから「専門のコーチがきてくれ
たから専門的なことを学べるようになった」とか「一人ひとりに細
かく丁寧に教えてくれる」などきめの細かい指導をしていただい
ていると感じ取れます
○一方で、応募者が１名にとどまっているため、さらなる周知
の必要性がある。
○今後も、応募を継続し指導者の確保に努めたい。
○外部指導者への指導・研修については実施することができ
ておらず、外部講師やアドバイザー派遣制度等を利用し実施
させたい。
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取組内容

2.実証内容と成果 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組内容

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

○部活動地域移行検討委員会に委員と
して各学校長にも参加していただき、クラブ
活動の情報を共有した。
○児童・生徒・保護者を対象としたアン
ケート調査を実施し、ニーズをとらえた。
○中学校のPTA総会へ出向き、事務局か
ら地域移行の取組を説明した。

○校長会議などで、地域移行の状況について情報提供を行い、学校の理解を得ながら移行を進めるこ
とができた。
○町議会では、６月定例会において本町における部活動の地域移行の進捗状況について取り上げら
れ、「２つの部活動において試行実践を開始」したことについて説明した。
○部活動地域移行検討委員会（令和6年12月10日開催）にて、部活動の在り方支援検討アドバ
イザーの熊上氏をお招きし新たな地域クラブ活動について、運営母体の法人化についてなどの話を聞くこ
とができた。

○教育関係者や検討委員には、標茶町地域クラブの取組状況は周知されているが、町民に対しての説明が不足しているとの指摘を受け、今後、町
民や保護者に向けた情報発信の機会が必要と感じている。
○これまでの部活動のスクールバス活用から、地域クラブ活動でのバス等の活用について、関係各所との協議を進めていくことが重要。
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取組内容

2.実証内容と成果
ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組内容取組内容

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

○現在、標茶中学校の１つの部活動を先
行して実施しているが他の中学校において
も移行を進めるべく準備を進める。
○該当となる学校の学校長から状況の聞
き取りを実施。
○アンケートの実施

○他の部活動の活動状況、所属人数等の状況聞き取りを実施。
○アンケートにより、まだ移行が進められていない虹別中学校及び中茶安別中学校の生徒が
活動してみたいと思っている活動についてニーズの把握を行うことができた。
○町内に３校ある中学校において、拠点となる学校の検討を進めることができた。

○移動手段の確保や各々の場所で活動するか活動場所を集約させるかの検討が必要。
○今後、ますます生徒数が減っていく状況において実施する活動の種目の検討も必要。
○指導者の確保が難しい地区もあり、指導者の確保も課題となる。
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取組内容

2.実証内容と成果 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組内容

●取組項目名 オ：内容の充実

取組事項

○標茶町地域クラブは、幼児から大人まで持続可能な生涯学習・生涯スポーツの環境整備を目的に、令和6年４月に設立。事務局は、当面教育委
員会社会教育課が担うこととし、令和８年度までに平日を含めた移行について検討を進め、令和9年度以降、完全移行（休日、平日ともに地域クラブ
活動）を目指していく。
○令和5年６月及び令和６年１２月に部活動の地域移行に係るアンケート調査を実施し、児童・生徒・保護者・教職員のニーズの把握に努めた。
○令和６年８月に先行実施の生徒を対象にアンケート調査を実施した。

取組の成果

○標茶町中学校吹奏楽部では１年間の活動を通して、多くの成果と課
題を検証することができた。
○吹奏楽部では現行の部活動に外部指導者が入り込み指導するという
スタイルを確立させ学校指導者とともに質の高い指導を進めることができ、
生徒へのアンケートにおいても概ね良好な意見をいただいている。

○部活動地域移行の実証事業の大きな成果の1つは、学校指導者と
地域指導者の綿密な連携を前提とした生徒への指導である。平日の部
活動の指導と、休日の地域クラブの指導の方向性を同じにすることで、生
徒は混乱なく活動することができた。

今後の課題と対応方針

○現在、文化系の部活動が標茶中学校吹奏楽部のみとなっており、他の２校の中学校で活動希望者が現れた場合の対応が必要となってくる。

○学校指導者から地域指導者へのスムーズな移行、さらには平日の移行を視野に入れると、指導者間の連携がより必要となる。



11

取組内容

2.実証内容と成果 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組内容

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

取組事項

今後の課題と対応方針

○従来の部活動のまま学校施設において活動することができた。

○セキュリティ問題については活動場所が学校の３階ということもあり、新たな扉設置等では解決が難しく取組を進めることができなかった。

取組の成果

○標茶中学校吹奏楽部は、学校音楽室で活動している。
○セキュリティ問題の解決をはかる。

○今後、活動場所の問題等、活動環境の検討が必要。
○学校施設や備品（楽器等）を使用させていただいている状況であり、必要機材の補充や破損時等の対応についてルール策定を急ぐ必要がある。
○開錠、施錠については学校顧問が依然として行っている現状があるため、今後、鍵の管理やスマートキーの導入等の検討が必要。
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取組内容

2.実証内容と成果 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組内容

●取組項目名 ク：その他の取組 平日の移行

取組事項

今後の課題と対応方針

○まずは土日の移行を進めている段階であり、平日の移行については、令和８年度に一部中学校における地域移行を目指し、令和９年度

以降に全学校全部活動の移行を目指すこととしたい。

取組の成果

○土日の部活動移行を先行し進めているため平日の移行についての検証を行う。

○活動場所の問題、活動時間の問題等課題が多く残っている。
○土日の移行においても指導者の確保が問題となっている状況の中、平日もとなるとさらに確保が難しくなることは明白。
○さらには、平日も活動したとなると謝金も増加するため、財源確保も課題となる。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

総括・成果の評価・今後に向けて

●成果の評価●総括

●今後に向けて

標茶町では、先行して１つの部活動について、実証事
業を活用することにより円滑に運営を進めることができる
よう取組を行ってきた。標茶町地域クラブとしては、幼
児・小学生・中学生・高校生・大人すべてを対象とし、
持続可能な生涯学習・生涯スポーツの活動環境を整え
ることを目的に、令和６年４月に設置された。実施主
体としては当面、教育委員会社会教育課が事務局とし
て担うこととし、標茶中学校吹奏楽部で試行実践をス
タートさせた。

標茶町地域クラブの運営母体である運営委員会は、
地域移行検討委員会メンバーが担うこととし、単に中学
校部活動を地域に移行するのではなく、持続可能な活
動環境を整えていくことを確認した。現在のところ新しい
文化系の部活動が増えるという計画はないが、これまで
の検証の成果を生かし、地域移行、地域展開を進めて
いく。

標茶町地域クラブを立ち上げて１年が経過しようといている。成果というよりも、地域
移行検討委員会で協議を重ねるたびに新たな課題が見つかることを繰り返してきてお
ります。検討委員会発足当初から、すべて環境を整えてから新クラブを立ち上げるので
はなく、歩きながら課題を見つけ、モデルクラブの成果と課題を明らかにして検証を進め
ていくということが常々話がでていた。したがって、まだ成果を評価する状況にはないこと
から、引き続き課題を拾いながら、標茶スタイルの地域移行、地域展開を進めていき
たいと考えております。

各部活動との協議を進める中で、種目により課題が違うことが浮き彫りとなった。指
導者資格や審判資格が必要なクラブ、統一したユニフォームが必須のクラブ、単独で
はチームが組めず他町村との合同チームを余儀なくされるクラブなど、課題は多様であ
り、部活動の地域移行が進まない要因と考えております。

全国的な共通課題として、指導者の確保、財源の確保、生徒の送迎手段の確保
などがあげられているが、種目ごとの課題や本町のような小規模自治体の課題などもと
らえたうえで、R7年度は休日における全部活動の地域移行、標茶町地域クラブの地
域展開を積極的に進めていく。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

アンケート結果・参加者の声

●アンケートや聞き取りから●アンケート結果

Q.土日の活動が地域クラブ活動となりましたがどう感じていますか。

指導者（検討委員会での報告から）
吹奏楽の場合、指導者２名体制だと足りないと感じること
がある。パートごとの練習とかもあるし、楽器運び等人数が
必要なこともある。

（令和６年８月実施生徒アンケートより）
回答数 吹奏楽部 16名 （卓球 15名 陸上 10名）

Q.地域移行した土日のクラブ活動によって何か変化はありましたか。

Q.今後平日の活動も地域クラブ活動に移行する予定ですがどう思いますか。

中学１年生の声（吹奏楽部）
去年まではいなかったけど、平日と比べると練習しやすいし、
質問もしやすい。

中学２年生の声（吹奏楽部）
たくさんアドバイスとかをもらうことができるからよい。0 5 10 15 20 25 30 35

前よりやりづらくなった

変わらない

前より良くなった

（人）

0 5 10 15 20 25

特に変化はない

専門の指導者が指導してくれるので成績向上に

つながった

クラブ活動に対しての向き合い方が変わった

（人）

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

よくわからない

学校の先生が指導者として残ってくれるなら構わない

平日は今までどおり学校部活動であってほしい

平日も地域クラブ活動に移行してほしい

（人）

中学３年生の声（吹奏楽部）
顧問の先生とは違う指導方法を観点により、自分のできな
いところやできるところが見つけられるようになった。
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広報資料

2.実証内容と成果③

【地域移行説明のチラシ（表）】 【地域移行スケジュールのチラシ（表）】

○部活動の地域移行を進めるにあたり、児童、生徒、学校教職員、地域指導者、保護者等、様々な関係機関・関係団体に説明するための資料が必
要となったことから、教育委員会が作成した。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果⑥

【吹奏楽部の活動の様子】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果⑦

【先進地視察の様子】

【部活動地域移行住民説明会の様子】

【先進地視察の様子】

【部活動の在り方検討支援アドバイザーを招いての研修会】
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地域文化クラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和５年度

部活動地域移
行検討協議会
設置、検討開
始

１部活動試行
実践開始 R6年度実証事業の検証

部活動地域移行
検討委員会での
協議

次年度以降の移
行部活動の決定

児童・生徒・保
護者・教職員
アンケート実施

受け皿団体や
指導者の選
定、モデルクラ
ブの選定

指導者間（地
域・学校）協議
開始

先行実施する
１部活動の決
定

教職員・保護者
への説明

令和６年度

標茶町地域ク
ラブ設立

令和７年度

中学校全部活動の休日における地域移行 一部中学校の平日における地域移行
（一部部活動の完全移行）

令和８年度 令和９年度以降

全部活動の完全移行

ステークホルダー
○学校、校長会、
教頭会、町長部
局、町教委、文化
協会、スポーツ協
会、各スポーツ団
体、各文化団体

経 過
○令和5年度より標茶町部活動
地域移行検討委員会を設置し、
推進計画を策定した。委員会で
は、地域移行に関する学習と先
行実施部活動を決定し令和6年
度から実証事業の検証を行った。

実施内容
○標茶町地域クラブを立ち上げ、
１部活動（標茶中学校吹奏楽
部）が活動を開始した。検討委
員会では、R7年度の移行部活
動の検討を始めた。

課題と今後の展開
○財源の確保、指導者の確保、
生徒の移送手段の確保が大きな
課題となる。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性①

地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

R4.12月 第１部部活動の地域移行に係る検討準備会議
R5. 2月 第２回部活動の地域移行に係る検討準備会議

委員対象の研修会（幕別札内スポーツクラブ小田新紀氏）
R5. 3月 内部検討・道教委との連携～令和５年度の構想

R5. 5月 第１回標茶町部活動地域移行検討委員会
6月 アンケートの実施（保護者・生徒・教員）
7月 第２回標茶町部活動地域移行検討委員会

住民説明会(幕別町・小田氏を再び招き実施）
10月 先進地視察（登別市・伊達市）を実施

視察者による検討会
次年度試行実践の素案作成

12月 第３回標茶町部活動地域移行検討委員会
次年度以降の構想の審議

R6. 4月 標茶町地域クラブ設立
5月 第１回標茶町部活動地域移行検討委員会
8月 生徒向けアンケートの実施
8月 第２回標茶町部活動地域移行検討委員会

外部指導員からの状況報告
12月 第３回標茶町部活動地域移行検討委員会

部活動の在り方支援検討アドバイザー 熊耳雅美氏による説明会
R7. 3月 第４回標茶町部活動地域移行検討委員会

１ 全部活動の土日の活動の地域移行を進める

（地域移行を進める際の原則）
（１）道・町が定める部活動方針を遵守すること
（２）希望しない教員には指導を強制しないこと
（３）指導者、希望者が今後継続的に見込める場合は、既存のクラブにとらわれない新たなク

ラブ活動を検討すること
（４）地域の指導者がどうしても確保できない場合は持続可能な体制を維持できないものと判

断し廃止を検討する

２ 可能な種目から平日の地域移行を始める
３ 地域クラブの運営形態を確立させる

・組織の法人化の検討

１ 一部中学校部活動の平日における地域移行

２ R９年度以降の全部活動完全移行に向けた準備

１ 全部活動の完全移行

標茶町における部活の
地域移行スケジュール

R4

R6
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